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論
　
説

土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
（
二
・
完
）

五
十
川
　
直
行

一
　
緒
　
言

二
　
判
決
例
の
呈
示

三
　
判
決
例
の
分
析
と
検
討

　
1
　
判
決
例
の
数
的
整
理
（
以
上
、
五
二
巻
一
号
）

　
2
　
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
可
能
性
（
以
下
、
本
号
）

　
3
　
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
要
件

　
4
　
類
型
別
の
検
討

四
　
結
　
語

三面冊 説

2（1）

三
　
判
決
例
の
分
析
と
検
討

賃
借
権
の
時
効
取
得
の
可
能
性

二
に
呈
一
諭
し
た
総
数
一

　
　
　
　
　
　
コ

ニ
五
例
（
戦
前
の
1
判
決
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
〔

の
判
決
例
中
に
、
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
可
能
性
を
正
面
か
ら
否
定
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ヘ
　
ヘ
　
へ

す
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
（
た
だ
、
1
5
判
決
の
原
審
は
そ
の
例
外
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
か
）
。
し
か
し
、
肯
定
す
る
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
消
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
へ
　
ノ

的
肯
定
に
止
ま
る
も
の
（
た
と
え
ぼ
、
2
6
判
決
）
か
ら
積
極
的
に
肯
定
す
る
も
の
（
た
と
え
ば
、
1
8
判
決
）
ま
で
、
そ
の
間
に
か
な
り
の
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

価
の
差
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
②
　
学
説
上
は
、
賃
借
権
が
債
権
と
七
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
も
と
つ
く
法
的
利
用
関
係
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
を
捉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
、
あ
る
い
は
継
続
的
債
権
関
係
で
あ
る
こ
と
を
云
い
（
鳩
山
秀
夫
『
法
律
行
為
乃
至
時
効
』
〔
明
治
四
五
年
〕
六
八
四
頁
、
我
妻
栄
編
『
民
法
総
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』
〔
昭
和
三
八
年
〕
二
八
四
頁
．
追
補
四
頁
。
な
お
参
照
、
〔
6
判
決
）
、
あ
る
い
は
地
上
権
．
永
小
作
権
等
と
の
対
比
を
云
い
（
野

村
（
豊
）
・
前
掲
・
一
二
五
頁
、
遠
藤
一
・
前
掲
・
九
一
頁
、
小
河
八
十
次
「
借
地
権
の
成
立
」
『
不
動
産
法
大
解
義
借
地
・
借
家
」
〔
昭
和
四
五
年
忌
七
二
頁
、

鈴
木
・
前
掲
・
三
二
六
頁
、
四
宮
・
前
掲
転
三
〇
六
頁
臥
な
ど
。
川
島
武
宜
『
民
法
総
則
』
〔
昭
和
四
〇
年
〕
五
五
一
頁
も
、
借
地
借
家
法
の
保
護
を
う
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

法
的
手
段
と
し
て
時
効
取
得
を
承
認
ざ
れ
、
‘
同
旨
は
9
判
決
で
示
ざ
れ
て
い
る
）
、
不
動
産
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
可
能
性
を
肯
定
す
る
の
が
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

的
で
あ
る
（
な
お
、
動
産
賃
借
権
に
つ
い
て
は
、
時
効
取
得
の
可
能
性
を
否
定
す
る
説
（
川
島
．
前
掲
・
同
頁
）
と
肯
定
す
る
説
（
幾
代
通
『
民
法
総
則

第
二
版
』
〔
昭
和
五
九
年
）
五
〇
〇
頁
浅
鈴
木
禄
弥
『
民
法
総
則
講
義
』
〔
昭
和
五
九
年
〕
二
一
四
頁
）
が
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

　
し
か
し
、
債
権
一
般
の
時
効
取
得
の
可
否
か
ら
論
を
起
こ
し
、
「
物
権
化
」
さ
れ
た
と
し
て
も
債
権
で
あ
る
以
上
賃
貸
人
の
給
付
を
必
要

と
す
る
、
な
ど
と
さ
れ
て
、
不
動
産
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
可
能
性
を
否
定
す
る
見
解
（
篠
田
省
二
「
賃
借
権
の
取
得
時
効
に
つ
い
て
」
司
法
研

修
所
報
三
二
号
〔
昭
和
三
九
年
〕
二
四
頁
以
下
）
が
あ
る
。
そ
し
て
、
判
決
例
中
に
も
、
賃
借
権
が
債
権
と
し
て
構
成
さ
れ
で
い
る
こ
と
を
重
視
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コ

し
て
そ
の
理
論
を
構
築
す
る
も
の
（
2
判
決
の
ほ
か
、
5
1
6
判
決
。
さ
ら
に
は
1
5
判
決
の
原
審
）
が
散
見
さ
れ
る
。
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③
　
し
か
し
、
債
権
｝
般
の
時
効
取
得
の
可
否
の
論
議
（
木
坂
三
五
六
「
債
権
の
取
得
時
効
を
論
ず
」
法
律
新
聞
五
一
〇
号
〔
明
治
四
一
年
〕
五

頁
、
簡
保
不
二
雄
『
民
法
総
則
講
義
』
〔
昭
和
二
六
年
〕
三
〇
六
頁
、
川
島
武
宜
『
民
法
－
　
総
論
・
物
権
』
〔
昭
和
三
五
年
〕
一
八
七
頁
、
な
ど
に
お
い
て

は
、
賃
借
権
は
そ
れ
ら
立
論
の
念
頭
に
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
か
ら
の
移
行
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
や
は
り
、
時
効
取
得
が
問
題
と
な
る
具
体
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土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

的
な
賃
借
利
用
関
係
を
直
視
し
た
立
論
を
な
す
べ
音
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
・

　
先
述
の
よ
う
に
、
判
決
例
は
す
べ
て
土
地
賃
借
権
（
し
か
も
、
そ
の
約
九
割
が
借
地
権
的
土
地
利
用
に
か
か
わ
る
）
め
時
効
取
得
を
問
題
と
す
る

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

の
で
あ
り
、
「
地
上
権
も
し
く
は
賃
借
権
」
の
時
効
取
得
を
論
じ
る
も
の
（
3
1
3
判
決
〔
〔
）
も
あ
る
。
少
な
べ
と
も
借
地
権
的
土
地
利
用
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

面
に
関
し
て
は
、
地
上
権
の
場
合
と
区
別
す
る
理
由
は
見
当
ら
な
い
し
、
ま
た
、
す
で
に
，
（
事
実
上
の
賃
貸
借
契
約
関
係
と
し
て
成
熟
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

あ
る
）
用
益
の
継
続
が
あ
る
以
上
、
賃
貸
人
側
か
ら
の
積
極
的
な
給
付
行
為
も
ほ
と
ん
ど
不
要
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
、
，
債
権
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
ま
り
に
（
時
効
取
得
す
る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
、
債
権
関
係
で
あ
る
こ
と
を
反
映
さ
せ
る
ご
と
以
上
に
）
拘
泥
す
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
土
地
使
用
借
権
に
つ
い
て
は
、
時
効
取
得
の
可
能
性
を
否
定
す
る
説
（
遠
藤
・
前
掲
・
九
二
頁
）
と
肯
定
す
る
説
（
幾
代
・

引
前
掲
・
五
〇
〇
頁
、
鈴
木
・
前
掲
『
借
地
法
上
』
・
三
三
〇
頁
）
が
あ
る
）
。

　
㈲
　
以
上
に
対
し
、
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
可
能
性
を
否
定
す
る
先
の
見
解
が
、
そ
の
立
論
の
補
強
と
し
て
、
黙
示
の
契
約
の
成
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

認
定
や
権
利
失
効
の
原
則
の
承
認
な
ど
、
他
の
法
技
術
が
存
在
す
る
こ
と
を
挙
示
さ
れ
る
（
篠
田
・
前
掲
・
三
九
頁
以
下
）
と
こ
ろ
に
は
、

（
そ
れ
ら
法
技
術
が
、
そ
の
主
張
立
証
上
ひ
い
て
は
裁
判
実
務
上
、
必
ず
し
も
活
用
さ
れ
易
く
は
な
い
こ
と
を
措
く
と
し
て
も
）
考
慮
に
値
す
る
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

視
点
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
法
技
術
と
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
制
度
と
は
、
等
し
く
、
法

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
に
不
安
定
な
ま
ま
に
長
期
化
し
た
土
地
の
賃
借
利
用
の
法
的
安
定
化
、
と
い
う
同
】
の
目
的
に
奉
仕
し
う
る
法
的
構
成
（
可
能
的
法
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
モ
　
ヘ
　
へ

構
成
）
で
あ
り
、
た
め
に
、
そ
の
適
用
上
の
限
界
等
を
も
含
あ
て
、
可
能
的
法
的
構
成
相
互
間
で
の
い
わ
ば
機
能
分
担
が
問
題
視
さ
れ
う

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
場
合
に
お
い
て
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
を
援
用
す
る
こ
と
の
有
す
る
意
味
は
、
そ
れ
ら
他

の
可
能
的
法
的
構
成
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
始
め
て
確
定
し
う
る
と
い
い
う
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　
右
の
視
点
は
、
そ
の
可
能
的
法
的
構
成
が
各
々
の
具
体
的
利
益
状
況
に
相
応
し
て
区
々
に
想
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
各
事

例
群
（
類
型
）
別
の
検
討
（
後
述
の
4
（
九
四
頁
以
下
）
）
の
な
か
に
活
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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笹ム
直冊 説

（
1
2
）

，
（
1
3
）

（
1
4
）

〈
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

　
鳩
山
博
士
は
、
こ
こ
で
、
債
権
全
般
に
つ
い
て
時
効
取
得
を
適
用
す
る
こ
と
の
塗
笠
を
論
じ
ら
れ
つ
つ
、
「
権
利
ノ
永
続
的
行
使
ノ
事
実
状

態
ヲ
成
立
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
債
権
ノ
ミ
ヲ
其
適
用
ヨ
リ
除
斥
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
考
フ
其
適
用
ヲ
見
ル
ハ
頗
ル
稀
ナ
ル
ヘ
キ
モ
例
ヘ
ハ
賃
借

権
二
三
テ
ハ
之
ヲ
適
用
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
」
と
さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
で
、
「
将
来
借
地
権
が
す
べ
て
物
権
と
さ
れ
た
場
合
…
…
に
は
、
か
か
る
借
地
権
が
取
得
時
効
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
」
（
篠
田
・
同
・
三
八
頁
）
と
さ
れ
る
。

　
遠
藤
教
授
は
、
特
別
法
に
よ
り
不
動
産
賃
借
権
の
物
権
的
性
質
は
強
化
さ
れ
、
不
動
産
賃
借
権
の
「
債
権
的
な
面
は
付
随
的
な
も
の
と
解
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
し
、
地
代
支
払
の
特
約
が
あ
る
地
上
権
と
パ
ラ
レ
ル
と
考
え
て
よ
い
（
前
掲
・
九
一
・
頁
）
、
と
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
賃
借
権
が
時
効
取
得
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
．
賃
貸
人
の
修
繕
義
務
等
の
存
否
が
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
時
効
取

得
に
も
と
つ
く
賃
借
利
用
関
係
に
あ
っ
て
は
、
賃
貸
人
に
は
時
効
取
得
者
の
使
用
収
益
を
受
忍
す
る
消
極
的
義
務
し
か
な
い
、
’
と
の
解
釈
論
が

示
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
．
荊
掲
『
借
地
法
上
と
．
三
二
六
頁
）
が
一
時
効
取
得
者
〔
一
賃
借
利
用
者
〕
の
賃
料
支
払
（
義
務
）
と
の
か
か
わ
り

で
、
賃
貸
人
の
修
繕
義
務
等
を
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
参
照
、
注
（
8
0
1
）
。

　
参
照
、
現
行
民
法
典
は
賃
借
権
を
そ
れ
ほ
ど
物
権
た
る
地
上
権
・
永
小
作
権
と
峻
別
し
て
い
な
い
、
ど
の
来
栖
教
授
の
認
識
（
来
栖
三
郎

『
契
約
法
』
〔
昭
和
四
九
年
〕
・
三
四
七
頁
）
。
さ
ら
に
参
照
、
注
（
2
）
㈲
。

　
四
宮
教
授
も
、
「
多
く
の
場
合
、
黙
示
の
承
認
と
い
う
こ
と
で
片
づ
く
で
あ
ろ
う
が
」
（
前
掲
・
三
〇
六
頁
）
と
さ
れ
る
。
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3
」
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
要
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
ω
　
そ
の
先
駆
的
意
義
を
有
す
る
4
5
6
判
決
（
3
8
判
決
も
含
あ
て
よ
い
か
）
を
承
け
て
、
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
は
、
昭
和
四
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔

　
　
コ

年
の
1
0
判
決
に
お
い
て
馬
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
継
続
的
な
用
益
と
い
う
外
形
的
事
実
が
存
在
し
、
」
か
つ
、

　
　
〔

そ
れ
が
賃
借
の
意
思
に
基
づ
く
こ
と
が
客
観
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
民
法
一
六
三
条
に
従
い
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
が
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
の
、
要
件
論
に
か
か
る
ツ
ェ
ー
マ
を
提
示
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
1
0
判
決
は
、
同
第
三
小
法
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
〕
〕
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

の
1
1
判
決
（
そ
の
判
決
が
、
さ
ら
に
1
5
1
6
1
9
3
2
判
決
な
ど
に
引
用
さ
れ
る
）
お
よ
び
1
5
判
決
、
同
第
一
小
法
廷
の
2
4
判
決
（
そ
の
判
決
が
、
さ
ら
に

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
r
し
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

26

ｻ
決
に
引
用
さ
れ
る
）
、
同
第
二
小
法
廷
の
2
5
判
決
（
さ
ら
に
、
下
級
審
の
も
の
と
し
て
は
2
1
判
決
）
に
よ
っ
て
、
明
示
的
に
引
用
さ
れ
た
（
ほ
か
、

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

た
と
え
ば
、
1
3
1
6
3
1
判
決
な
ど
も
、
そ
の
旨
の
明
示
は
な
い
も
の
の
、
1
0
判
決
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
容
易
に
確
認
し
う
る
）
か
ら
、
先
の
シ

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

エ
ー
マ
は
判
例
理
論
と
し
て
定
着
し
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
コ

　
②
　
1
0
判
決
以
前
の
学
説
中
に
も
、
こ
の
シ
ェ
ー
マ
と
の
か
か
わ
り
で
特
筆
に
値
す
る
立
論
を
な
す
も
の
が
存
在
し
て
い
た
℃
た
と
え

　
　
　
〔

ば
（
古
く
鳩
山
博
士
は
、
民
法
＝
ハ
三
条
に
い
う
「
財
産
権
（
の
）
行
使
」
の
解
釈
に
つ
い
て
「
其
権
利
行
使
ナ
ル
事
実
閥
係
力
時
効
ノ

結
果
法
律
関
係
二
変
化
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
其
事
実
関
係
ハ
客
観
的
二
此
法
律
関
係
二
相
当
ス
ル
内
容
ヲ
三
傑
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
鳩

山
・
前
掲
・
六
八
一
頁
）
と
さ
れ
（
し
か
し
、
そ
こ
で
は
、
た
と
え
ば
賃
借
権
の
時
効
取
得
に
つ
い
て
具
体
的
に
い
か
な
る
客
観
的
事
実
関
係
の
具
備
が
必

要
で
あ
る
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
）
、
こ
れ
を
承
け
て
杉
山
判
事
は
、
他
の
利
用
権
原
と
の
識
別
を
重
視
し
つ
つ
、
そ
の
「
客
観
的
事
実
」
．

と
は
、
土
地
の
用
益
と
い
う
「
基
本
た
る
事
実
に
加
え
て
賃
料
供
託
等
の
占
有
毒
に
お
け
る
附
随
事
情
、
占
有
を
は
じ
め
た
原
因
た
る
事

情
、
事
実
上
の
推
定
に
よ
る
当
事
者
の
意
思
の
推
測
等
す
べ
て
の
事
実
な
い
し
事
情
」
を
い
う
（
杉
山
修
「
不
動
産
賃
借
権
と
時
効
取
得
」
判

タ
一
〇
三
号
〔
昭
和
三
五
年
〕
四
頁
）
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
薬
師
寺
博
士
も
、
一
般
論
と
し
て
、
時
効
取
得
の
要
件
で
あ
る
権
利
行
使
と
は

「
権
利
の
内
容
を
実
現
す
る
行
為
を
い
う
と
解
す
べ
き
」
で
あ
る
（
薬
師
寺
．
前
掲
．
一
二
〇
頁
。
た
だ
し
、
地
上
権
に
つ
い
て
は
、
占
有
の
み
で

は
足
り
ず
「
工
作
物
又
田
々
木
」
所
有
と
い
う
土
地
使
用
に
お
け
る
内
容
の
実
現
を
要
す
る
と
の
言
及
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
賃
借
権
に
つ
い
て
の
言
及
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

み
ら
れ
な
い
）
と
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
し
か
し
、
1
0
判
決
以
降
、
学
説
は
挙
げ
て
、
1
0
判
決
が
提
示
し
た
シ
ェ
ー
マ
を
前
提
と
し
て
、
具
体
的
要
件
論
の
確
定
に
力
を
注
ぐ
よ

　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

う
で
あ
る
。
「
そ
こ
で
以
下
で
は
、
先
の
シ
ェ
r
ー
マ
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
ま
ず
判
決
例
の
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
（
各
事
例
群
（
類
型
）
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
考
慮
要
素
の
相
違
に
注
視
し
た
論
議
は
4
に
譲
り
）
、
そ
の
要
件
面
で
の
具
体
的
事
実
の
態
様
に
か
か
る
判
断
枠
組
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え

る
こ
と
に
し
た
い
。
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説
　
　
i
ヨ
土
地
の
継
続
的
な
用
益
と
い
う
外
形
的
事
実
の
存
在
」
に
つ
い
て

論
E
①
「
土
地
の
継
続
約
占
有
」
と
読
み
替
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
右
要
件
が
必
要
で
あ
み
ご
と
に
つ
い
で
は
、
異
論
を
み
な
い
。
民
法
二

　
　
〇
五
条
甚
い
う
震
旦
の
為
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
す
る
「
財
産
権
ノ
行
使
」
は
、
一
般
に
、
「
そ
の
権
利
が
占
有
を
伴
う
こ
と
を
常
態
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
る
場
合
に
臓
占
有
を
も
つ
て
論
じ
れ
ぜ
足
り
る
と
さ
巾
て
お
の
、
土
地
賃
借
権
の
特
効
取
得
が
依
拠
す
ゐ
民
法
一
六
三
条
に
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
同
条
に
い
う
自
己
の
為
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
す
る
土
地
賃
借
権
の
「
行
使
」
の
基
礎
と
し
て
、
土
地
の
占
有
と
い
う
外
形
的
事
実
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
在
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
い
が
な
い
。
「
そ
の
う
え
で
、
土
地
の
古
有
爵
－
上
の
い
か
な
る
具
鉢
鮒
事
実
の
態
様
φ
存
在
柴
要

　
　
す
る
か
が
焦
点
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
　
②
夷
こ
遊
お
い
て
、
土
地
越
権
な
い
し
地
上
奪
の
時
効
取
得
の
馨
に
お
け
る
「
継
爾
占
直
の
葎
髭
し
て
、

　
　
格
別
な
周
回
が
提
供
回
れ
る
わ
け
で
も
な
い
ρ
、
　
　
乳
　
　
電
、
　
㍉
　
　
’
「
　
　
　
　
’
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
時
効
の
起
算
日
は
、
一
般
に
「
占
有
の
開
始
」
時
（
整
地
作
業
開
始
時
・
（
2
2
判
決
）
、
バ
ラ
ッ
ク
の
建
築
所
有
時
（
3
1
判
決
）
な
ど
）
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
」
　
〔
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

　
　
が
《
建
物
登
記
の
経
由
時
入
自
旧
鵬
判
決
）
、
さ
ら
に
は
？
土
地
所
有
者
の
所
有
権
取
得
時
（
3
2
1
判
決
〔
〔
）
を
周
題
賛
す
る
描
絵
例
が
存
在
す

　
　
る
。
吊
そ
の
有
す
る
意
味
は
、
「
各
事
例
群
（
類
型
）
別
の
検
討
の
な
か
で
確
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ゆ

　
　
　
”
1
1
、
土
地
の
継
続
的
占
有
が
《
賃
借
の
意
思
に
基
づ
く
て
と
が
客
観
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
」
一
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
土
地
賃
借
権
の
蒔
効
取
得
を
主
張
す
る
土
地
利
用
者
の
「
賃
借
の
意
思
」
が
声
内
心
の
意
思
で
は
た
り
ず
、
’
外
部
的
に
窺
い
知
れ
る
ほ

　
　
ど
に
（
事
実
上
賃
借
権
を
有
す
る
者
と
ん
て
の
権
利
行
使
の
形
で
）
客
観
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
う
い
て
は
ハ
異
論
を
み
な

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
い
。
「
土
地
の
継
続
的
占
有
」
馳
と
い
う
要
件
の
み
で
は
、
土
地
所
有
権
、
地
上
権
、
使
用
借
権
（
参
照
、
〔
6
判
決
）
な
ど
、
他
の
権
原
に
も

　
　
と
づ
《
利
月
燦
と
識
別
し
え
な
い
の
で
張
る
か
ら
、
・
王
甥
継
続
的
占
直
に
加
え
て
そ
の
存
在
が
虚
構
さ
れ
る
目
蘇
的
事
実

　
　
の
態
様
を
確
定
す
る
た
め
詫
、
右
の
「
、
「
賃
借
意
想
の
客
観
的
表
現
」
　
の
存
在
と
い
う
要
件
へ
－
の
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
と
な
る
ゆ
∵
～
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④
「
賃
借
の
意
思
」
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
コ
コ

　
⑦
　
当
該
の
場
合
に
「
賃
借
の
意
思
」
が
な
い
と
認
定
判
断
す
る
判
決
例
（
9
1
2
2
7
2
9
判
決
。
さ
ら
に
は
「
意
思
あ
り
ゃ
否
や
甚
だ
疑
問
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
〔

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

す
る
3
判
決
）
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
2
7
判
決
は
、
賃
借
の
意
思
の
存
否
は
、
「
権
原
」
（
「
当
該
占
有
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
た
る
事
実
」
）
の
性
質

　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

に
よ
り
客
観
的
に
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
立
論
し
、
1
2
判
決
も
同
様
の
立
場
で
あ
る
が
、
9
判
決
は
、
権
原
の
性
質
上
賃
借
の
意
思
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

な
い
と
判
断
す
る
際
に
」
他
人
分
と
し
て
の
土
地
所
有
者
の
賃
料
受
領
に
対
し
、
利
用
者
が
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
事
実
に

　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

触
れ
て
い
る
し
隅
3
2
9
判
決
は
、
賃
料
不
払
や
供
託
の
遅
れ
な
ど
の
事
実
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
賃
借
の
意
思
の
存
在
を
否
定
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
〔
（

る
。　

し
か
し
、
自
主
占
有
に
お
い
て
、
そ
の
「
所
有
ノ
意
思
」
の
存
否
は
「
権
原
」
の
客
観
的
性
質
に
よ
り
定
ま
る
、
と
い
う
通
説
・
判
例

　
　
（
2
4
）
　
　
　
〕
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
〕
〕

　
　
　
　
　
2
7
1
2
判
決
の
よ
う
に
こ
の
場
合
に
推
及
す
る
な
ら
A
皿
不
存
在
型
以
外
の
判
決
例
で
あ
る
3
9
2
9
判
決
の
場
合
に
は
、
反
対

の
立
．
場
を
、

　
　
　
　
　
〔
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔

に
、
「
権
原
の
性
質
上
」
賃
借
の
意
思
が
あ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
賃
料
の
支
払
等
の
事
実
に
触
れ
る
こ
れ
ら
判
決
は
、
「
賃
借
の
意
思
」
の
存
否
が
占
有
取
得
（
利
用
開
始
）
の
原
因
（
根

拠
）
た
る
事
実
の
み
で
は
判
断
し
か
ね
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
、
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
認
否
に
つ
い
て
、
占
有
取
得
（
利
用
開
始
）
時

の
状
況
よ
り
も
占
有
（
利
用
〉
継
続
中
の
客
観
的
事
態
（
態
様
）
の
方
が
決
定
的
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
、
と
い
い
う

る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

　
⑦
「
賃
借
の
意
思
」
の
承
認
に
関
し
、
当
該
の
場
合
に
、
民
法
一
八
五
条
に
則
っ
た
容
態
の
存
在
を
要
求
す
る
判
決
例
（
9
1
2
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
コ

の
ほ
か
、
2
1
判
決
）
が
あ
る
。
そ
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
各
事
例
群
（
類
型
）
別
の
検
討
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
借
地
権
的

　
　
　
〔

土
地
利
用
の
場
合
（
し
た
が
っ
て
、
切
判
決
の
場
合
は
外
れ
る
）
に
》
利
用
者
に
賃
借
意
思
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

か
。
他
者
（
そ
れ
が
具
体
的
に
確
定
で
き
な
く
て
も
）
所
有
の
土
地
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
地
上
に
建
物
を
所
有
し
当
該
土
地
を
占
有
す
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論説

る
者
に
は
、
そ
の
他
者
と
の
間
に
特
殊
な
関
係
が
存
在
す
る
（
た
と
え
ば
、
親
族
関
係
に
あ
る
と
か
、
会
社
と
そ
の
経
営
者
の
関
係
に
あ
る
等
の
。
そ

こ
で
は
使
用
貸
借
の
場
合
を
想
定
し
う
る
）
な
ど
格
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
賃
料
支
払
の
意
思
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
同
旨
、

杉
山
・
前
掲
・
四
頁
）
し
、
地
上
権
に
も
と
つ
く
土
地
利
用
を
右
の
場
合
に
想
定
す
る
に
は
、
現
実
の
地
上
権
設
定
契
約
の
例
が
少
な
す
ぎ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
・

　
②
賃
借
意
思
の
「
客
観
的
表
現
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
当
該
の
長
期
化
し
た
土
地
の
賃
借
利
用
に
お
い
て
、
そ
の
賃
借
利
用
え
る
こ
と
の
外
部
的
徴
表
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
具
体
的
事
実
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

態
様
は
、
法
律
上
の
．
賃
貸
借
契
約
関
係
に
お
け
る
諸
事
実
の
態
様
に
相
応
し
て
、
多
様
に
抽
出
し
う
る
筈
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
、

し
た
が
っ
て
、
そ
の
う
ち
何
れ
の
具
体
的
事
実
の
態
様
を
も
っ
て
、
当
該
の
場
合
に
、
　
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
を
成
立
せ
し
め
る
に
足

る
要
件
と
し
て
定
立
し
う
る
か
（
ま
た
、
定
立
す
べ
き
か
）
、
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。

　
判
決
例
が
そ
の
存
在
を
要
件
記
し
た
（
「
土
地
の
継
続
的
占
有
」
以
上
の
）
具
体
的
事
実
の
態
様
は
、
各
署
群
群
．
（
類
型
）
に
お
け
る
具
体

的
利
益
状
況
の
相
違
を
反
映
し
て
～
区
々
に
分
れ
て
い
る
。
た
め
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
や
は
り
、
各
事
例
群
、
（
類
型
）
別
の
検
討
に
．
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
、
予
め
若
干
の
要
素
に
つ
き
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
も
っ
て
便
宜
と
し
よ
う
（
な
お
、
具
体
的
諸
事
実
の
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

様
は
、
そ
れ
ら
諸
事
実
を
綜
合
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
ち
う
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
各
別
に
抽
出
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
）
。

　
⑦
　
設
定
契
約
の
存
在

　
占
有
開
始
時
に
お
け
る
設
定
契
約
（
賃
貸
借
契
約
な
い
し
賃
借
権
の
譲
渡
行
為
な
ど
）
の
存
在
こ
そ
が
要
件
で
あ
る
と
す
る
説
（
新
関
．
前
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

名
大
法
政
論
集
・
一
「
三
二
頁
）
が
あ
る
。
確
か
に
馬
判
決
例
中
に
は
設
定
契
約
の
存
在
を
具
体
的
に
要
求
す
る
判
決
・
（
1
3
2
4
判
決
）
も
あ
る
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

さ
ら
に
．
は
沸
設
定
契
約
の
存
在
が
認
定
さ
れ
て
い
な
い
五
不
存
在
型
に
時
効
取
得
の
認
容
例
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
考
慮
さ

れ
る
べ
き
要
素
で
あ
る
と
」
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
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土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

　
し
か
し
、
他
の
事
例
群
（
類
型
）
も
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
唯
一
の
要
件
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
ま
た
、
必
ず
し
も
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
⑦
　
賃
料
の
支
払

　
賃
借
利
用
が
賃
料
の
支
払
を
要
素
と
す
る
（
民
法
六
〇
一
条
）
以
上
、
賃
借
利
用
者
に
よ
る
賃
料
支
払
義
務
の
履
行
へ
の
言
及
が
、
時
効

取
得
の
認
否
判
断
に
と
っ
て
不
可
欠
の
事
項
で
あ
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
学
説
は
一
般
に
、
賃
料
支
払
の
継
続
を
も
っ
て
時
効
取
得
の
要
件
と
し
て
い
る
。
判
決
例
に
あ
っ
て
も
、
賃
料
支
払
の
継
続
を
要
件
視

　
　
　
　
　
コ
　
コ
コ
　

す
る
判
決
（
6
7
8
1
3
1
8
判
決
）
が
あ
る
ほ
か
、
賃
料
支
払
の
継
続
の
有
無
を
も
っ
て
、
当
該
の
場
合
に
お
い
て
、
時
効
取
得
の
認
否
判
断

　
　
　
　
　
〔
〔
〔
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

の
決
め
手
と
し
た
と
思
わ
れ
る
判
決
（
賃
料
支
払
が
な
い
か
ら
時
効
取
得
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
す
る
6
7
8
1
3
判
決
（
以
上
、
∬
型
）
3
2
1
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

（
以
上
、
単
一
a
型
）
2
9
判
決
（
皿
l
b
型
）
。
逆
に
、
賃
料
支
払
が
あ
る
か
ら
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
（
う
）
る
、
と
す
る
1
0
3
1
判
決
（
以
上
、
1
型
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ラ

26

ｻ
決
（
皿
1
b
型
）
1
4
2
8
3
0
3
5
判
決
（
以
上
、
十
一
。
型
）
1
8
2
0
2
2
2
4
3
4
判
決
（
以
上
、
十
一
d
型
）
1
5
2
3
判
決
（
以
上
、
皿
l
e
型
）
）
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
〔
〔

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
賃
料
支
払
の
具
体
的
態
様
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
の
受
領
拒
絶
が
考
慮
さ
－
れ
る
（
鋤
判
決
◎
供
託
に
つ
い
て
は
、
◎
に
譲
る
）
ほ
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

賃
料
出
虚
者
の
了
知
可
能
性
（
他
者
名
義
で
の
賃
料
支
払
で
あ
る
こ
と
を
問
題
に
す
る
9
2
5
判
決
（
以
上
、
皿
l
b
型
）
1
6
3
3
判
決
（
以
上
、
皿
l
c

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

型
）
お
よ
び
賃
料
支
払
の
名
宛
人
（
相
手
方
）
が
、
「
黙
示
の
賃
貸
借
契
約
」
（
「
黙
示
の
承
諾
」
）
の
成
立
と
の
か
か
わ
り
で
論
議
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
賃
借
利
用
者
の
出
指
で
あ
る
こ
と
を
了
知
し
う
る
状
態
で
支
払
わ
れ
た
賃
料
を
土
地
所
有
者
が
異
議
な
く
受
領
す
る
場
合
に
は
、
確
か

に
（
両
者
間
に
紛
争
が
生
じ
に
く
く
（
た
だ
し
、
参
照
、
た
と
え
ば
画
一
e
型
の
判
決
）
〉
す
で
に
両
者
間
に
有
効
な
「
法
律
上
の
賃
貸
借
契
約
関
係
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
存
在
す
る
（
少
な
く
と
も
、
そ
こ
に
「
黙
示
の
賃
貸
借
契
約
」
の
成
立
が
承
認
さ
れ
る
）
と
一
応
い
う
こ
と
が
で
き
、
時
効
取
得
制
度
に
委
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
も
な
い
場
面
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
黙
示
の
賃
貸
借
契
約
」
等
と
の
か
か
わ
り
に
注
視
す
る
学
説
も
散
見
さ
れ
る
し
、
右
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

で
時
効
取
得
の
要
件
と
し
て
、
土
地
所
有
者
に
対
す
る
賃
料
の
支
払
等
は
必
要
で
な
い
、
と
す
る
判
決
（
1
8
3
3
判
決
）
も
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
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論説

　
こ
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
各
事
例
群
λ
類
型
）
別
の
検
討
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
、
「
賃
料
の
支
払
（
の
継

続
）
」
と
い
う
要
件
（
ま
た
、
そ
の
「
長
期
間
継
続
し
た
賃
料
の
支
払
」
と
い
う
事
実
に
対
す
る
事
後
的
評
価
で
あ
る
こ
と
）
に
お
け
る
共
通
性
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

異
別
の
法
的
構
成
で
あ
る
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
と
「
（
黙
示
の
）
土
地
賃
貸
借
契
約
」
と
が
有
す
る
同
質
性
i
（
な
い
し
連
続
性
）

を
確
認
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、
両
法
的
構
成
間
の
機
能
分
担
が
問
題
視
さ
れ
る
、
と
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
、

　
⑨
、
弁
済
供
託
，

　
，
賃
借
利
用
者
に
よ
る
賃
料
支
払
義
務
の
履
行
に
か
か
る
事
態
と
し
て
、
「
供
託
（
の
継
続
）
」
が
論
議
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
学
説
は
一
般
に
ふ
「
④
の
賃
料
支
払
と
区
別
せ
ず
、
そ
れ
に
代
替
し
う
る
も
の
と
し
て
、
供
託
を
時
効
取
得
の
要
件
と
し
て
い
る
。
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヨ
ノ
へ
　
ノ

例
に
あ
っ
て
も
、
供
託
の
継
続
を
要
件
齢
す
る
判
決
「
（
4
6
1
3
判
決
）
が
あ
る
ほ
か
ヤ
．
供
託
に
か
か
る
事
実
へ
の
評
価
を
も
，
っ
、
て
ふ
当
該
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
こ

場
合
に
お
い
て
、
・
時
効
取
得
の
認
否
判
断
の
決
め
手
と
七
え
之
思
わ
れ
る
判
決
（
供
託
の
事
実
も
な
い
か
ち
時
効
取
得
は
認
め
ち
れ
な
い
、
と

す
る
上
三
判
決
（
五
型
）
五
供
託
開
始
が
遅
れ
た
か
ら
時
効
取
得
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
す
る
、
の
判
決
（
頭
一
a
型
）
劉
鋤
封
決
（
以
上
、
皿
一
b
型
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

も
存
在
す
る
。
．
　
．
‘
　
，
・
　
．
一
，

　
し
か
し
、
、
貨
糾
支
払
・
（
の
継
続
）
と
等
質
の
も
め
と
し
て
は
馬
供
託
，
（
の
継
続
）
を
要
件
平
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
と
い
う
の
は
馬
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
に
つ
い
て
供
託
が
問
題
と
な
る
の
は
馬
．
土
地
所
有
者
等
が
賃
料
め
受
領
を
拒
絶
し
続
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
し
か
し
、
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
な
ど
積
極
的
行
為
ま
で
に
は
で
な
い
）
状
態
の
ま
ま
、
賃
借
利
用
者
に
よ
る
土
地
利
用
が
継
続
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

（
賃
料
不
払
を
理
由
に
明
渡
請
求
さ
れ
る
こ
「
と
を
回
避
す
る
た
め
）
や
む
な
く
賃
借
利
用
者
が
供
託
制
度
に
訴
え
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

当
該
の
賃
借
利
用
を
め
ぐ
る
（
す
で
に
顕
在
化
し
た
）
紛
争
が
継
続
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
意
味
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
供
託
の
通

知
を
う
け
た
《
民
法
四
九
五
条
三
項
、
供
託
規
則
一
六
条
・
二
〇
条
二
項
）
被
供
託
者
た
る
土
地
所
有
者
が
供
託
物
の
還
付
請
求
（
供
託
受
諾
）
を

な
し
た
か
ら
と
い
う
て
困
、
当
該
の
賃
借
利
用
が
土
「
地
所
有
者
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
（
た
と
え
ば
ハ
黙
示
の
賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た
、
な
ど
）
こ
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土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

ど
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
砲
か
ら
で
も
あ
る
。
判
決
例
に
あ
っ
て
も
・
供
託
（
の
継
続
）
の
事
実
（
な
お
参
照
・
田
判
決
）
が
ら
た
易
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

時
効
取
得
の
承
認
が
帰
結
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
（
圏
判
決
で
は
、
δ
簿
わ
た
る
供
託
の
事
審
か
か
わ
ら
ず
時
効
取
得
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

否
定
さ
れ
た
）
、
時
効
取
得
の
承
認
を
基
礎
づ
け
る
事
実
と
し
て
供
舐
の
継
続
に
言
及
す
る
場
合
（
二
〇
年
の
時
効
取
得
を
肯
定
し
た
伽
判
決
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
先
行
し
た
賃
料
支
払
の
長
期
継
続
と
い
う
事
実
に
よ
り
注
視
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
賃
借
利
用
者
に
よ
る
賃
料
支
払
義
務
の
履
行
に
か
か
る
事
態
で
は
あ
る
が
、
受
領
拒
絶
に
も
と
つ
く
供
託
（
の
継
続
）

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
み
を
（
「
土
地
の
継
続
的
占
有
」
に
併
せ
て
）
要
件
視
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
少
な
く
と
も
短
期
一
〇
年
の
時
効
取
得
の
要
件
と
し
て
は
十

　
　
　
　
　
　
　

分
で
は
な
い
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
④
　
借
地
権
的
土
地
利
用
に
お
け
る
、
建
物
登
記

　
地
上
建
物
の
（
建
築
）
所
有
は
、
借
地
権
的
土
地
利
用
の
内
容
実
現
行
為
で
あ
り
、
と
り
た
て
て
問
題
示
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
、
判
決
例
中
に
は
、
「
地
上
建
物
の
所
有
名
義
が
当
該
賃
借
利
用
者
で
あ
る
こ
と
」
を
要
件
思
す
る
判
決
（
1
9
2
8
判
決
（
皿
一
C
型
）
。
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

判
決
と
も
建
物
登
記
の
経
由
時
を
も
っ
て
、
時
効
の
起
算
日
と
す
る
）
が
あ
る
ほ
か
、
建
物
登
記
に
か
か
る
事
実
へ
の
評
価
を
も
っ
て
、
当
該
の

場
合
に
お
い
て
、
時
効
取
得
の
認
否
判
断
の
決
め
手
と
し
た
と
思
わ
れ
る
判
決
（
建
物
登
記
の
経
由
が
遅
れ
た
か
ら
時
効
取
得
は
認
め
ら
れ
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

と
す
る
2
5
判
決
（
皿
一
b
型
）
1
6
1
9
3
3
判
決
（
以
上
、
皿
「
c
型
）
。
建
物
登
記
も
経
由
さ
れ
た
か
ら
時
効
取
得
は
認
め
ら
れ
る
、
と
す
る
1
4
2
8
判
決
（
以
上
、

　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

二
一
。
型
）
）
も
存
在
す
る
っ
し
か
し
、
建
物
登
記
の
経
由
は
、
借
地
権
的
土
地
利
用
自
体
に
伴
う
要
素
と
は
い
い
難
い
（
2
6
判
決
は
、
建
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

登
記
の
経
由
の
遅
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
効
取
得
を
肯
定
し
た
）
か
ら
、
こ
こ
で
ば
何
よ
り
、
建
物
登
記
の
経
由
に
対
し
て
こ
れ
ら
判
決
が
注

視
し
た
意
図
こ
そ
が
、
（
各
事
例
群
（
類
型
）
別
の
検
討
の
な
か
で
）
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
㈹
　
以
上
、
②
で
は
、
1
0
判
決
が
提
示
し
た
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
要
件
論
に
か
か
る
シ
ェ
ー
マ
を
一
応
前
提
に
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

時
効
取
得
の
認
否
判
断
に
際
し
要
素
と
な
り
う
る
具
体
的
事
実
の
態
様
に
つ
き
、
検
討
を
試
み
た
。
以
下
で
は
、
右
の
シ
ェ
ー
マ
の
示
す
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論説

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

・
論
理
的
判
断
枠
組
そ
れ
自
体
に
う
い
て
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
凡
そ
の
検
討
に
際
し
て
は
、
と
り
わ
け
、
い
わ
ゆ
る
「
賃
借
意

思
の
客
観
的
表
現
」
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
判
例
理
論
と
し
て
定
着
し
た
右
の
シ
ェ
ー
マ
が
、
・
具
体
的
判
決
例
に
お
い
て
、
土
地
賃
借
権
の
時
効

取
得
の
認
否
を
箭
い
分
け
る
判
断
枠
組
と
し
て
、
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
評
価
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か

に
、
具
体
的
な
時
効
取
得
の
認
否
判
断
に
、
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」
の
有
無
と
い
う
観
点
を
直
結
さ
せ
て
い
る
判
決
例
（
「
賃
借
意
思
の

客
観
的
表
現
」
が
あ
っ
た
と
は
認
ぬ
む
れ
な
い
、
と
す
る
掬
瑚
圖
閥
飼
判
決
（
朗
判
決
以
前
の
も
の
と
し
で
勾
判
決
）
。
逆
に
、
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　

現
」
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
、
と
す
る
瑚
瑚
中
細
鋤
掛
外
判
決
）
は
多
い
ひ
し
が
し
、
判
決
例
中
に
は
、
「
賃
借
の
意
思
」
の
有
無
の
み
を
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
〔
〔
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

判
断
す
る
判
決
（
先
述
②
1
1
①
⑦
挙
示
の
判
決
の
ぽ
か
、
「
賃
借
の
意
思
」
が
あ
っ
だ
と
認
め
ら
れ
る
、
と
す
る
3
4
判
決
。
さ
ら
に
ぽ
「
自
己
ノ
為
ニ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

．
ル
意
思
」
を
問
題
に
す
る
幻
料
決
）
も
あ
る
し
、
さ
ら
に
、
「
賃
借
の
意
思
」
の
有
無
す
ら
（
少
な
ぐ
と
も
判
決
文
無
で
は
）
認
定
判
断
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
海
（
刎
刎
劉
細
葡
判
決
。
す
べ
て
時
効
取
得
の
認
容
例
で
あ
る
）
ま
で
も
存
在
す
る
。
そ
’
し
て
、
右
後
者
の
司
馬
プ
の
判
決
に
あ
っ
て
は
v
「
平

　
　
　
こ
　
　
こ
　

穏
公
然
」
の
占
有
で
み
る
こ
と
の
瞼
調
を
も
っ
て
、
時
効
取
得
の
認
容
判
断
に
結
び
つ
け
て
い
為
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
賃
借
意
思
の

客
観
的
表
現
」
の
存
在
を
承
認
し
た
判
決
の
中
に
も
、
「
公
然
の
占
有
」
（
圃
判
決
）
や
「
賃
貸
借
契
約
に
も
と
つ
く
平
穏
公
然
の
占
有
」

（
最
高
裁
判
所
の
圏
判
決
）
を
も
っ
て
、
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」
と
等
写
す
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
、

　
　
　
　
　
　
こ

「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」
を
要
件
視
す
る
こ
と
自
体
の
意
味
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
み
ろ
ケ
。

　
　
　
　
　
　
コ

　
そ
も
そ
も
、
1
0
料
決
（
そ
し
て
、
こ
れ
を
承
け
た
各
判
決
例
）
は
、
そ
の
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」
と
い
う
要
件
の
定
立
に
よ
り
、
何

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

を
意
図
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
翻
っ
て
、
各
判
決
例
に
お
い
て
、
時
効
取
得
の
承
認
の
た
あ
に
、
②
で
み
た
具
体
的
諸
事
実
の

存
在
が
要
求
さ
れ
る
の
は
何
故
で
あ
る
の
か
。
こ
と
は
、
時
効
取
得
制
度
の
存
在
理
由
に
も
か
か
わ
る
が
、
右
の
点
に
つ
い
て
は
、
－
判
決

例
を
総
合
す
る
ど
、
当
該
の
長
期
化
し
た
土
地
の
賃
借
利
肘
に
か
か
る
「
土
地
所
有
者
に
了
知
可
能
な
、
賃
借
利
用
た
る
外
観
の
存
在
」
が

53　（1　●88）　88



土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

そ
の
焦
点
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
焦
点
は
、
「
平
穏
か
つ
公
然
の
賃
借
権
行
使
の
継
続
」
と
い
う
観

点
に
よ
っ
て
、
お
お
い
つ
く
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
そ
こ
で
さ
ら
に
、
か
の
シ
ェ
ー
マ
を
提
示
し
た
1
0
判
決
（
そ
し
て
、
こ
れ
を
承
け
た
各
判
決
例
）
に
あ
っ
て
は
、
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

が
依
拠
す
る
民
法
＝
ハ
三
条
所
定
の
要
件
（
賃
借
権
「
ヲ
自
己
ノ
為
ニ
ス
ル
意
思
ヲ
以
テ
平
穏
且
公
然
二
行
使
ス
ル
」
こ
と
）
と
「
賃
借
意
思
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

観
的
表
現
」
と
の
関
連
が
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
1
0
判
決
が
「
民
法
一
六
三
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

に
従
い
」
と
判
示
す
る
こ
と
の
意
味
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
1
4
判
決
、
2
4
判
決
、
さ
ら
に
、
2
7
判
決
で
は
、
民
法
一
六
三
条
所
定
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
r
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

件
と
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」
と
を
同
視
し
て
い
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
賃
借
意
思
の

客
観
的
表
現
」
（
ひ
じ
て
は
、
期
判
決
が
提
示
し
た
シ
ェ
ー
マ
）
が
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
　
の
認
否
を
節
い
介
け
る
判
断
枠
組
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

独
自
の
有
用
性
を
提
供
す
る
も
の
で
な
い
以
上
、
む
し
ろ
、
民
法
＝
ハ
三
条
所
定
の
要
件
に
も
と
つ
く
認
定
判
断
を
も
っ
て
足
り
る
、
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
場
合
、
「
平
穏
」
な
い
し
」
「
公
然
」
と
い
う
概
念
の
う
ち
に
、
判
決
例
が
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

と
し
て
論
じ
で
き
た
具
体
的
諸
事
実
の
態
様
ま
で
も
包
摂
し
う
る
か
（
な
い
し
、
包
摂
す
べ
き
か
）
（
た
と
え
ば
、
1
9
判
決
は
、
地
上
建
物
登
記
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

転
借
人
名
義
を
も
っ
て
「
公
然
」
の
占
有
と
い
え
る
と
論
じ
、
7
判
決
は
「
公
然
」
性
と
し
て
地
代
の
支
払
を
要
求
し
た
）
は
、
民
法
一
八
六
条
一
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
（
4
4
）

の
推
定
規
定
と
の
関
係
も
あ
り
、
そ
れ
自
体
一
個
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
以
上
の
よ
う
に
、
1
0
判
示
が
提
示
し
判
例
理
論
と
し
て
定
着
し
た
先
の
シ
ェ
ー
マ
に
は
、
民
法
一
六
三
条
所
定
の
要
件
の
（
土
地
賃
借

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

権
の
場
面
に
お
け
る
）
言
い
換
え
以
上
の
積
極
的
意
味
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
判
断
枠
組
を
定
立
し
ょ
う
と
、

具
体
的
に
い
か
な
る
事
実
の
態
様
が
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
承
認
の
た
め
に
必
要
か
は
、
等
し
く
、
各
事
例
群
（
類
型
）
ご
と

に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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口論

　
　
　
　
　
　
コ

（
1
8
）
　
か
つ
て
1
0
判
決
の
評
釈
の
中
で
、
野
村
（
豊
）
教
授
が
、
「
今
後
本
判
決
が
先
例
と
し
て
機
能
す
る
場
合
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
で
あ
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　
こ

　
　
（
前
掲
・
一
二
六
頁
）
と
い
わ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

（
1
9
）
　
さ
ら
に
、
川
島
教
授
も
、
民
法
一
六
三
条
の
要
件
に
つ
き
「
時
効
取
得
さ
れ
る
権
利
の
内
容
を
享
受
す
る
意
思
…
…
を
も
っ
て
、
当
該
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
コ
へ

　
　
利
内
容
に
該
当
す
る
行
為
を
な
す
こ
と
」
　
（
前
揚
『
民
法
総
則
』
・
五
六
三
頁
。
傍
点
は
原
文
）
と
さ
れ
て
い
た
。

（
2
0
）
　
参
照
、
た
と
え
ば
、
山
中
康
雄
『
占
有
の
理
論
』
（
法
律
学
体
系
法
学
理
論
篇
6
4
＞
〔
昭
和
二
六
年
〕
八
一
頁
な
ど
。
し
か
し
、
賃
借
権
に
つ

　
　
い
て
民
法
二
〇
五
条
の
適
用
を
否
定
す
べ
き
か
ど
う
か
（
大
判
大
正
一
〇
年
三
月
一
六
日
堅
固
五
四
一
頁
は
適
用
を
肯
定
す
る
が
、
学
説
は
一

　
　
般
に
適
用
を
否
定
す
ゐ
（
参
照
、
た
と
え
ば
、
・
古
く
梅
謙
次
郎
『
訂
正
増
補
民
法
要
義
巻
之
二
』
〔
明
治
四
四
年
版
・
復
刻
昭
和
五
九
年
〕
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
九
頁
）
）
は
、
そ
れ
自
体
」
一
個
の
澗
題
で
あ
る
。
ツ
噸
お
参
照
、
自
2
判
決
。

（
2
1
）
　
地
上
権
の
時
効
取
得
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
の
二
つ
の
判
決
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
－
司
　
夢
判
－
（
第
一
小
法
廷
）
略
和
四
五
年
五
月
二
八
日
判
時
五
九
六
号
囲
一
頁
（
建
物
収
去
八
面
明
渡
等
本
訴
な
ら
び
に
反
諏
請
求
事
件
1
一

　
　
　

　
　
　
，
借
地
の
ケ
ー
ス
、
上
告
棄
却
）
は
困
原
審
判
決
が
、
．
使
用
貸
借
に
よ
る
使
用
権
を
認
定
し
、
「
そ
の
権
「
原
の
性
質
上
自
己
の
た
め
地
上
権
を

　
　
　
行
使
す
る
意
思
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
X
に
対
し
地
上
権
行
使
の
意
思
が
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
か
、
ま
た
は
新
権
原
に

　
　
　
よ
っ
て
さ
ら
に
地
上
権
行
使
の
意
思
を
も
っ
て
占
有
を
始
め
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
右
土
地
に
つ
き
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
地

　
　
　
上
権
の
行
使
を
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
論
じ
て
、
時
効
取
得
の
成
立
を
否
定
し
た
の
を
承
け
て
、
Y
が
立
証
責
任
の
所
在

　
　
　
を
争
っ
て
上
告
し
た
め
に
対
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
・

　
　
　
　
　
「
地
上
権
の
時
効
取
得
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
土
地
の
継
続
的
な
使
用
と
い
う
外
形
的
事
実
が
存
在
す
る
ほ
か
に
、
そ
の
使
用
が
地
上

　
　
　
権
行
使
の
意
想
に
も
三
つ
く
も
の
で
あ
蚤
こ
と
が
客
観
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
謹
要
し
、
そ
し
て
、
右
成
立
要
件
が
存
在
す
る
こ
と
の

　
　
　
立
証
責
任
は
地
上
権
の
時
効
取
得
の
成
立
を
主
張
す
る
者
の
側
に
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
。

　
　
切
　
最
判
（
第
二
小
法
廷
）
昭
和
四
六
年
一
一
丹
二
六
日
農
時
六
五
四
号
五
主
頁
（
所
有
権
確
認
並
び
に
損
害
賠
償
請
求
事
件
一
林
地
に
お

　
　
〔

　
　
　
け
る
立
木
所
有
の
ケ
ー
ス
、
上
告
棄
却
〉
は
、
一
審
判
決
（
長
崎
地
判
曾
和
三
六
年
＝
月
二
七
日
召
出
一
二
七
号
八
四
頁
）
以
来
、
X
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
つ
き
地
上
権
の
二
〇
年
の
時
効
取
得
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
て
き
た
の
を
承
け
て
、
ま
ず
、
右
a
判
決
を
引
用
し
た
う
え
、
そ
の
要
件
の
具
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
を
肯
定
し
た
。
そ
の
一
審
判
決
は
、
X
（
大
正
八
年
に
家
督
相
続
し
た
）
な
い
し
X
の
祖
先
に
よ
る
二
等
の
植
え
つ
け
が
「
正
当
な
権
原
に

　
　
　
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
を
認
め
が
た
い
」
と
し
た
う
え
で
、
昭
和
三
年
頃
の
植
え
つ
け
以
来
の
時
効
取
得
の
成
立
を
認
め
た
も
の
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（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

　
で
あ
っ
た
。

　
　
以
上
（
司
切
判
決
例
と
も
、
そ
の
事
例
は
、
地
上
権
設
定
契
約
の
存
在
が
認
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
事
例
群
の
分
別
を
す
れ
ば
、
∬
不

　
存
在
型
と
収
猟
る
（
そ
し
て
、
切
判
決
が
こ
の
場
合
些
、
一
ひ
年
の
時
効
取
得
を
肯
定
し
た
こ
と
は
、
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
の
検
討
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
っ
て
も
、
甚
だ
示
唆
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
。

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
な
お
、
a
判
決
の
判
示
す
る
要
件
が
1
0
判
決
が
提
示
し
た
シ
ェ
ー
マ
に
相
応
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た
だ
、
賃
借
権
の
時
効
取
得
に
特
有
の
論
点
と
し
て
、
前
主
の
占
有
を
併
せ
て
主
張
す
る
こ
と
の
可
否
（
参
照
、
民
法
一
八
七
条
）
が
問
題

に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
切
判
決
（
皿
一
b
型
（
無
断
譲
渡
）
）
が
、
こ
の
点
を
正
面
か
ら
論
じ
、
そ
れ
を
否
定
し
て
時
効
取
得
を
認
あ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
の
肯
定
を
前
提
と
し
て
い
る
2
0
判
決
（
皿
一
d
型
（
他
人
の
土
地
の
賃
貸
借
）
）
な
ど
も
存
在
す
る
。

　
な
る
ほ
ど
・
愚
掛
掛
（
欝
欝
所
思
昏
西
区
計
い
弘
み
）
賃
借
緻
に
つ
い
て
・
そ
の
無
断
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
に
無
断
譲
受
人
に
つ
き
前
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
占
有
を
併
せ
て
の
時
効
取
得
を
認
め
る
こ
と
は
（
賃
貸
人
の
承
諾
制
度
と
対
立
す
る
以
上
）
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
（
1
7
判
決
は
こ
の
場
合
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
）
が
、
前
主
た
る
賃
借
人
か
ら
そ
の
元
来
土
地
所
有
者
に
対
抗
し
え
な
い
賃
借
権
を
譲
受
け
た
場
合
は
事
情
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
い

う
の
は
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
賃
貸
人
の
承
諾
制
度
は
無
関
係
で
あ
る
し
、
賃
借
利
用
者
の
変
動
に
よ
り
直
ち
に
賃
借
権
を
時
効
取
得

さ
れ
る
負
担
か
ら
土
地
所
有
者
を
解
放
す
る
こ
と
は
（
時
効
中
断
の
機
会
が
存
す
る
わ
け
で
も
あ
り
）
、
却
っ
て
土
地
所
有
者
を
不
当
に
利
す
る

と
い
い
う
る
か
ら
で
も
あ
る
（
刎
判
決
は
こ
の
場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
一
b
型
の
狗
判
決
も
こ
の
場
合
で
あ
る
と
い
え
よ
う
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
た
が
っ
て
、
右
の
点
は
格
別
の
問
題
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
四
宮
教
授
は
、
こ
の
（
H
の
）
要
件
は
、
そ
の
「
用
益
が
賃
借
権
に
基
づ
く
用
益
で
あ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
外
観
を
呈
し
て
い
る

こ
と
、
と
も
い
え
よ
う
」
（
前
掲
・
三
〇
六
頁
）
と
さ
れ
る
。

　
た
だ
し
参
照
・
藤
原
判
事
に
よ
る
判
決
例
の
分
析
，
（
藤
原
弘
道
「
『
所
有
ノ
意
思
』
に
つ
い
て
1
所
有
権
の
取
得
時
効
の
要
件
と
の
関
連

に
お
い
て
」
同
『
時
効
と
占
脊
」
〔
昭
和
六
〇
年
〕
七
一
五
八
頁
（
初
出
は
、
編
笠
三
一
三
号
〔
昭
和
五
〇
年
〕
一
五
一
二
五
頁
）
。
藤
原
判
事

は
、
分
析
の
結
果
、
「
『
所
有
ノ
意
思
』
の
有
無
を
決
定
し
て
い
る
の
は
『
権
原
』
の
客
観
的
性
質
で
〔
あ
る
よ
り
も
〕
、
む
し
ろ
、
占
有
者
が
所

有
権
あ
り
と
信
じ
て
い
た
か
ど
う
か
の
ほ
う
が
重
要
」
．
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
（
五
五
頁
）
と
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
参
照
、
田
中
整
爾
「
占
有
に
お
げ
る
『
権
原
』
と
『
意
思
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
1
権
原
の
意
義
・
機
能
の
推
移
を
あ
ぐ
っ
て

（
付
・
学
説
資
料
）
」
林
良
平
先
生
還
暦
記
念
『
現
代
私
法
学
の
課
題
と
展
望
　
上
』
〔
昭
和
五
六
年
〕
二
七
頁
以
下
。
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論説

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

　
た
と
え
ば
、
川
島
教
授
は
、
民
法
一
六
三
条
の
要
件
に
か
か
る
、
注
（
1
9
）
の
記
述
に
続
け
て
、
そ
の
「
時
効
取
得
さ
れ
る
権
利
の
内
容
を
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

受
す
る
意
思
」
は
、
・
「
当
該
権
利
の
行
使
に
該
当
す
る
行
為
の
『
事
実
上
の
根
拠
と
な
っ
た
客
観
的
事
実
』
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
（
前
掲
・
五
六
三
頁
。
傍
点
は
五
十
川
）
と
い
わ
れ
る
。

　
賃
借
利
用
の
開
始
に
際
し
て
の
「
設
定
契
約
の
存
在
」
に
始
ま
り
、
賃
借
利
用
継
続
中
に
お
け
る
、
賃
借
人
の
債
務
履
行
行
為
た
る
「
賃
料

の
支
払
」
（
な
い
し
「
供
託
」
）
、
賃
借
人
の
権
利
内
容
実
現
行
為
た
る
「
建
物
の
所
有
」
「
建
物
登
記
の
経
由
」
（
農
地
に
あ
っ
て
は
「
耕
作
利

用
」
）
な
ど
。
さ
ら
に
は
、
賃
貸
人
の
債
務
履
行
行
為
に
関
連
し
た
「
修
繕
」
行
為
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
新
関
教
授
は
、
ま
だ
、
地
上
権
の
時
効
取
得
に
か
か
わ
る
判
決
（
参
照
、
注
（
2
1
）
に
呈
示
し
た
a
判
決
）
に
い
う
「
地
上
権
行
使
の
客
観
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
現
」
．
に
つ
き
、
そ
れ
は
「
地
上
権
設
定
契
約
し
か
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
新
関
輝
夫
「
不
動
産
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
判
評
一
四
八

号
〔
昭
和
四
六
年
〕
九
頁
注
（
1
5
）
）
と
さ
れ
て
回
る
。

　
野
村
教
授
も
、
賃
料
の
支
払
が
要
件
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
賃
借
権
を
行
使
し
始
め
る
に
至
っ
た
事
情
（
設
定
契
約
の
存
在
な
ど
）
が
考
慮

さ
れ
る
（
野
村
（
豊
）
・
前
掲
・
一
二
五
頁
）
と
さ
れ
る
。

　
豆
不
存
在
型
に
あ
っ
て
も
、
時
効
取
得
の
成
立
す
る
可
凝
性
が
全
く
な
い
と
は
い
い
・
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
参
照
、
，
．
後
述
・
本
文
4
②
…
m
。
．

　
注
（
2
8
）
の
ほ
か
、
．
賃
料
の
支
払
な
い
し
供
託
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
説
（
鈴
木
・
前
掲
『
借
地
法
上
』
・
三
二
七
頁
、
四
宮
・
前
掲
・

三
〇
七
頁
）
、
賃
料
σ
支
払
、
供
託
ざ
ら
に
弁
済
の
提
供
で
も
よ
い
、
と
の
説
∴
（
遠
藤
・
前
掲
・
九
二
頁
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
な
お
、
．
野
崎
検
事
は
、
「
賃
借
権
の
本
質
は
そ
の
用
益
性
に
あ
る
の
で
あ
り
、
賃
貸
人
に
対
す
る
賃
料
支
払
は
そ
れ
に
付
随
す
る
も
の
な
の

で
あ
る
。
貨
料
支
払
の
事
実
は
む
し
ろ
賃
借
の
意
思
の
存
否
を
確
定
す
惹
も
の
と
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
前
掲
・
四
二
頁
，
傍
点
は

五
十
川
Y
と
ざ
れ
る
。

注
（
1
7
）
の
ほ
か
、
〆
参
照
、
野
崎
・
前
掲
・
四
二
頁
、
新
風
・
前
掲
（
注
（
2
7
）
）
・
八
頁
、
鈴
木
・
前
掲
『
借
地
法
上
』
・
三
三
三
頁
・
三
三
四

頁
注
（
1
4
）
（
1
5
）
な
ど
β
後
藤
教
授
も
か
つ
て
、
「
賃
借
権
は
有
償
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
地
代
相
当
め
金
銭
を
支
払
っ
て
土
地
の
使
用
を
継
続

す
る
の
に
対
し
て
土
地
所
有
者
が
異
議
な
く
黙
認
す
る
と
き
は
、
む
し
ろ
黙
示
の
賃
貸
借
契
約
の
成
立
を
み
と
め
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
取
得

時
効
に
よ
っ
て
成
立
す
る
借
地
権
意
、
・
地
上
権
た
る
こ
と
が
多
い
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」
（
後
藤
清
　
『
借
地
法
（
増
補
版
）
』
〔
昭
和
三

一
年
）
一
＼
三
頁
）
走
さ
れ
て
い
た
。
　
」
　
　
　
　
　
　
　
．
・
　
一
　
　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
．
　
　
　
　
　
「
　
・
・

　
篠
原
教
授
は
、
時
効
援
用
の
観
点
か
ら
、
「
時
効
援
用
者
に
、
賃
料
の
支
払
な
い
し
そ
れ
に
類
す
る
事
実
の
立
証
を
促
す
こ
と
は
、
ほ
と
ん
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（
3
3
）

（
3
4
）

（
3
5
）

（
3
6
）

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）

ど
、
賃
貸
借
そ
の
も
の
を
立
証
せ
よ
と
い
う
に
ひ
と
し
い
」
（
前
掲
・
七
五
頁
）
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
参
照
、
注
（
4
）
の
可
部
判
事
．
野
村

（
豊
）
教
授
の
見
解
。
．

　
参
照
、
注
（
3
0
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
に
か
か
る
時
効
中
断
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
2
0
2
2
判
決
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
供
託
事
由
と
し
て
は
、
「
受
領
拒
否
」
の
ほ
か
、
「
受
領
不
能
」
「
債
権
者
不
確
知
」
、
さ
ら
に
は
「
受
領
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
」
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
あ
る
（
参
照
、
供
託
書
の
第
五
号
様
式
）
。
こ
こ
で
は
、
「
受
領
不
能
」
と
「
債
権
者
不
確
知
」
に
も
と
つ
く
供
託
の
場
合
を
一
応
除
外
し
て

考
察
し
た
い
。
こ
の
両
場
合
に
つ
い
て
は
、
④
の
賃
料
支
払
と
等
質
の
も
の
と
し
て
供
託
を
要
件
視
し
て
よ
い
で
毒
ろ
う
か
（
参
照
、
「
債
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

者
不
確
知
」
に
も
と
つ
く
供
託
に
つ
き
、
1
8
判
決
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
参
照
、
た
と
え
ば
1
2
判
決
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
参
照
、
供
託
さ
れ
た
賃
料
を
賃
料
と
し
て
「
還
付
を
受
け
た
と
い
う
一
事
を
も
っ
て
、
直
ち
に
」
当
該
賃
貸
借
を
承
認
し
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
、
と
す
る
最
判
（
第
一
小
法
廷
）
昭
和
四
四
年
七
月
二
四
日
判
時
五
七
一
号
四
四
頁
（
家
屋
明
渡
請
求
事
件
）
。
た
だ
し
、
右
判
決
で
は
、

還
付
の
前
後
を
通
じ
、
家
屋
明
渡
訴
訟
を
継
続
し
て
い
た
事
実
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
受
領
拒
否
の
状
態
が
明
確
に
継
続
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
以
上
、
そ
の
の
ち
供
託
受
諾
を
な
し
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
当
初
よ
り
賃
料
の
授
受
が
継
続
さ
れ
た
場
合
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
「
弁
済
の
提
供
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
（
参
照
、
注
（
3
0
）
に
示
し
た
遠
藤
教
授
の
見
解
）
。

　
岡
本
教
授
は
、
時
効
期
間
の
一
〇
年
二
〇
年
の
区
別
を
問
題
に
さ
れ
、
供
託
を
し
つ
つ
の
賃
借
利
用
が
二
〇
年
間
継
続
し
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
地
主
の
解
除
権
を
排
除
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
借
地
権
の
時
効
取

得
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
前
掲
・
三
一
五
台
目
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
椿
教
授
は
、
1
0
判
決
は
「
『
継
続
且
表
現
ノ
モ
ノ
ニ
限
リ
時
効
』
取
得
が
で
き
る
地
役
権
の
規
定
（
民
法
二
八
三
条
）
を
実
質
的
に
類
推
し

　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
と
い
え
よ
う
」
（
前
掲
・
四
八
頁
。
傍
点
は
原
文
）
と
さ
れ
る
。
そ
の
い
わ
れ
る
「
実
質
的
類
推
」
の
意
味
が
問
題
で
あ
る
が
、
甚
だ

示
唆
的
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
事
例
群
（
類
型
）
の
具
体
的
利
益
状
況
に
お
け
る
差
異
が
反
映
し
て
、
判
決
例
に
よ
っ
て
そ
の
重
点
の
置
き
ど
こ

ろ
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
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説論

（
4
2
）

（　　（4443
）　　）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
コ
コ

　
「
土
地
所
有
者
へ
の
了
知
可
能
性
」
を
と
り
わ
け
重
視
す
る
の
は
、
1
6
1
9
2
8
3
5
判
決
（
い
ず
れ
も
皿
I
C
型
（
無
断
転
貸
）
）
で
あ
る
。
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　

お
参
照
、
新
関
輝
夫
「
土
地
転
借
権
の
時
効
取
得
に
関
す
る
一
考
察
i
最
近
の
判
例
を
手
が
か
り
と
し
て
一
」
福
岡
大
学
法
学
論
叢
二
一

巻
一
。
一
号
〔
昭
和
五
一
年
〕
一
二
頁
以
下
、
島
田
・
前
掲
・
二
三
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
「
賃
借
利
用
た
る
実
体
の
形
成
し
を
と
り
わ
け
重
視
す
る
の
は
、
1
8
判
決
（
皿
l
d
型
（
他
人
の
土
地
の
賃
貸
借
）
）
、
2
6
判
決
（
皿
l
b
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
コ
へ
　
ノ
コ

（
無
断
譲
渡
）
）
、
－
1
0
判
決
以
前
の
も
の
で
は
、
4
5
6
7
8
判
決
（
い
ず
れ
も
H
型
（
不
存
在
）
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
こ

　
た
め
に
、
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
シ
ェ
…
マ
が
時
効
取
得
を
舗
い
分
け
る
判
断
枠
組
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
、
と
い
い
う
る
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
な
お
、
2
5
判
決
の
原
審
で
は
、
「
平
穏
に
…
…
土
地
を
用
益
し
て
賃
借
権
を
行
使
す
る
状
態
」
の
客
観
約
表
現
が
問
題
視
さ
れ
た
。

　
　
　
　
モ
で

　
そ
の
事
実
の
包
摂
を
肯
定
す
れ
ば
、
立
証
責
任
の
分
配
に
影
響
が
生
じ
う
る
。

　
従
来
か
ら
の
「
公
然
」
概
念
（
た
と
え
ば
、
「
物
ノ
所
持
ヲ
外
部
二
発
表
シ
テ
之
ヲ
何
人
ニ
モ
知
ラ
シ
ム
ル
有
様
ニ
ア
ル
」
こ
と
（
松
波
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

一
郎
一
仁
保
亀
松
引
仁
井
田
益
太
郎
『
帝
国
民
法
正
解
物
権
編
U
⇒
』
〔
明
治
二
九
年
〕
二
四
七
頁
）
。
さ
ら
に
参
照
、
「
隠
秘
」
に
か
か
る
2
3
判
決
）

　
　
　
〕
「
ノ
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

で
は
、
7
1
9
判
決
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
ら
事
実
を
要
件
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
1
0
判
決
以
前
の
学
説
（
参
照
、
本
文
5
②

　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

（
八
一
頁
）
）
の
よ
う
に
、
「
賃
借
権
の
行
使
」
の
概
念
の
中
で
論
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
コ

　
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
あ
る
い
は
、
1
0
判
決
な
ど
は
、
従
来
の
「
平
穏
し
「
公
然
」
の
概
念
が
、
自
主
占
有
と
の
か
か
わ
り
で
す
で
に
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

思
し
て
お
り
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
要
件
と
し
て
活
用
す
る
に
は
硬
直
す
ぎ
る
た
め
、
あ
え
て
、
柔
軟
に
活
用
し
う
る
概
念
装
置
を

創
出
し
た
、
と
い
い
ケ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
六
三
条
が
あ
る
以
上
、
そ
の
「
自
己
の
為
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
す
る
、
平
穏
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

つ
公
然
の
賃
借
権
の
行
使
」
と
い
う
要
件
を
吟
味
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
た
と
え
ば
伽
判
決
の
よ
う
泥
、
h
賃
貸
借
喫
約
に
も
と
つ
く

平
穏
公
然
の
占
有
ト
を
も
っ
て
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」
と
等
聾
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」
を
要
件
と
し

て
別
に
定
立
す
る
意
味
は
な
い
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
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4
　
類
型
別
の
検
討

「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」

は
、
土
地
の
賃
借
利
用
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
し
た
の
ち
、
そ
の
利
用
権
僚
を
め
ぐ
る
紛
争
が
生
じ
た



土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

　
　
ゆ
　

場
合
に
、
当
該
の
賃
借
利
用
を
法
的
に
安
定
さ
せ
る
た
め
の
法
技
術
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
紛
争
の
質

　
（
内
容
）
に
よ
っ
て
は
、
他
の
法
技
術
（
法
的
構
成
）
に
よ
り
当
該
の
賃
借
利
用
に
法
的
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
も
可
能
で
あ
り
え
、
そ

の
場
合
に
お
け
る
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
援
用
の
意
味
を
了
解
す
る
た
め
に
も
、
他
の
可
能
的
法
的
構
成
の
検
討
が
必
要
と
な
る

（
i
）
。
ま
た
、
同
様
の
紛
争
が
他
の
（
賃
借
権
と
比
肩
し
う
る
）
土
地
利
用
権
原
の
場
合
に
も
存
在
し
う
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
、

紛
争
処
理
に
お
け
る
時
効
取
得
制
度
の
位
置
づ
け
を
参
酌
す
る
こ
と
に
は
十
分
な
意
味
が
あ
る
（
”
1
1
）
。
さ
ら
に
、
時
効
取
得
制
度
に
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

し
て
い
え
ば
、
短
期
時
効
取
得
制
度
と
長
期
時
効
取
得
制
度
の
二
種
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
土
地
賃
借
権
に
か
か
る
右
種
別
の
意

．
味
が
確
認
さ
れ
て
よ
い
（
…
m
）
。
そ
し
て
何
よ
り
、
時
効
取
得
が
成
立
す
れ
ば
、
（
時
効
制
度
の
媒
介
に
よ
り
）
当
該
の
（
時
の
経
過
と
と
も
に
形
成

さ
れ
て
き
た
）
賃
借
利
用
関
係
が
法
律
上
の
賃
貸
借
契
約
関
係
に
転
化
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
時
効
取
得
を
成
立
せ
し
め
る
（
事
実
に
か
か

る
）
具
体
的
要
件
（
い
か
な
る
具
体
的
事
実
の
集
積
が
あ
れ
ば
、
法
律
上
の
賃
貸
借
契
約
関
係
へ
の
移
行
の
契
機
と
な
り
う
る
か
）
を
確
定
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
、
当
該
の
賃
借
利
用
の
実
体
そ
れ
自
体
（
ど
の
程
度
ま
で
、
賃
借
利
用
た
る
内
実
を
達
成
し
て
い
る
か
一
こ
の
こ
と
を
「
賃
貸
借
契
約
関
係
と
し

　
　
　
　
　
バ
リ
　

て
の
『
成
熟
度
』
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
一
）
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
汐
）
。
圏

　
そ
こ
で
以
下
で
は
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
に
か
か
る
紛
争
の
質
（
内
容
）
に
着
目
し
、
右
の
四
つ
の
基
本
的
視
点
（
i
～
汐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

を
据
え
な
が
ら
、
具
体
的
利
益
状
況
の
異
な
る
類
型
（
す
な
わ
ち
、
二
で
呈
示
し
た
七
つ
の
類
型
）
別
に
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
制
度

の
有
様
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
れ
　

　
ω
　
1
境
界
紛
争
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
コ

　
判
決
例
で
は
、
二
〇
年
認
容
例
（
3
1
判
決
）
と
時
効
取
得
可
能
例
（
1
0
判
決
）
が
存
在
し
た
。
3
1
判
決
で
は
、
Y
の
賃
借
利
用
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

X
の
容
態
（
異
議
を
述
べ
ず
、
係
争
地
を
含
め
て
賃
料
増
額
が
な
さ
れ
た
）
が
考
慮
き
れ
た
が
、
そ
の
場
合
、
Y
の
賃
借
利
用
開
始
文
の
状
況
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説
（
Y
は
舞
人
の
相
続
人
で
あ
り
稲
荷
も
撰
し
て
い
た
か
灸
づ
フ
．
ク
建
築
所
有
（
こ
れ
が
起
算
呈
さ
れ
た
）
に
よ
る
係
争
地
の
利
用
に
疑
い
を
抱

　
　
き
に
く
い
）
も
重
視
し
う
る
。
ま
た
、
1
0
判
決
の
場
合
で
ち
、
賃
借
入
X
の
利
用
開
始
時
の
状
況
（
土
地
所
有
者
Y
の
父
が
契
約
交
渉
の
相
手

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
方
で
あ
っ
た
こ
と
）
を
重
視
し
う
る
。

　
　
　
i
　
X
Y
当
事
者
間
に
は
（
係
争
地
を
除
け
ば
）
有
効
な
賃
貸
借
契
約
が
存
在
す
る
か
ら
、
そ
れ
に
も
と
つ
く
契
約
関
係
を
係
争
地
へ
伸

　
　
長
さ
せ
う
る
か
が
問
題
と
な
り
う
る
。
授
受
さ
れ
る
賃
料
が
係
争
地
に
相
応
す
る
分
を
含
め
（
含
む
と
判
断
さ
れ
れ
）
ば
、
「
契
約
の
解
釈
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
　

　
　
と
し
て
「
黙
示
の
賃
貸
借
契
約
の
成
立
」
を
係
争
地
に
つ
き
観
念
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
　

　
　
　
h
　
境
界
紛
争
型
は
、
所
有
権
の
時
効
取
得
に
関
し
て
、
多
べ
の
判
決
例
を
み
渇
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
ハ
そ
こ
で
は
、
境
界
確
定

　
　
の
た
め
の
法
的
構
成
と
し
て
時
効
取
得
制
度
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
学
説
上
も
異
論
を
み
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
…
m
　
こ
の
型
に
つ
き
、
短
期
時
効
取
得
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
賃
借
利
用
開
始
時
の
「
善
意
無
過
失
」
を
認
定
し
う
る
ほ
ど
の

　
　
（
係
争
地
に
つ
き
利
用
権
原
の
存
在
を
疑
わ
し
め
な
い
）
事
実
が
存
在
す
み
の
で
あ
れ
ば
へ
係
争
地
に
つ
き
契
約
の
成
立
を
承
認
し
う
る
で
あ

　
　
　
　
　
が
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
ろ
う
し
、
当
事
者
間
に
契
約
の
成
立
が
承
認
さ
れ
な
い
（
係
争
地
に
関
み
て
は
や
は
り
不
怯
占
有
で
あ
る
）
の
に
」
○
年
の
時
効
取
得
を
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
へ
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

　
　
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
か
ら
、
乙
の
型
に
お
い
て
は
、
長
期
時
効
取
得
を
、
も
っ
て
原
則
乏
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
汐
　
こ
の
型
κ
お
け
漏
賃
借
利
用
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
「
確
定
し
た
当
事
者
闇
に
有
効
な
賃
貸
借
適
意
が
存
在
七
、
・
賃
料
の
授
受
を

　
　
と
も
な
う
土
地
利
用
が
継
続
さ
れ
た
の
ち
、
賃
借
利
用
の
対
象
（
目
的
物
の
範
囲
）
に
つ
き
、
争
い
が
盆
じ
た
場
合
」
と
い
い
う
る
で
あ
ろ

　
　
う
。
し
た
が
っ
て
、
係
争
地
に
か
か
る
当
該
利
用
は
、
不
法
占
有
で
あ
る
も
の
の
、
．
当
該
の
有
効
な
契
約
に
も
と
つ
く
（
賃
借
地
に
か
か

　
　
る
）
賃
借
利
用
と
の
連
続
性
ゆ
．
荒
に
、
係
争
地
に
つ
い
て
も
沖
①
賃
借
利
用
の
具
体
的
相
手
方
、
お
よ
び
、
②
利
用
が
賃
借
利
用
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
こ
と
寮
、
論
応
確
定
し
て
い
る
か
ち
、
賃
借
利
駕
と
し
て
の
成
熟
度
を
あ
る
程
度
有
す
る
、
と
い
想
う
る
で
あ
ろ
う
。
売
め
に
、
長
期
時

　
　
効
取
得
が
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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ヘ
レ
　

　
②
　
皿
不
存
在
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
判
決
例
で
は
、
否
定
例
の
み
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
判
決
に
お
い
て
も
（
2
7
判
決
を
の
ぞ
く
）
、
Y
の
土
地
利
用
継
続
中
に
お
け
る
容
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

の
な
か
で
、
金
員
の
交
付
に
か
か
る
事
実
が
、
決
定
的
に
重
要
な
観
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
交
付
さ
れ
た
金
員
の
法
的
性
質
を

　
　
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
6
1
2
判
決
。
賃
料
支
払
の
必
要
性
を
い
う
7
1
3
判
決
。
他
者
名
義
で
の
賃
料
支
払
に
か
か
る
5
判
決
。
賃
貸
入
の
無
権
代
理
人
へ
の
賃
料
交
付
に
か
か

　
　
〔
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

る
8
判
決
。
供
託
の
必
要
性
を
い
う
4
1
3
判
決
）
。
ま
た
、
（
一
般
的
に
い
え
ば
）
一
〇
年
々
定
例
は
二
〇
年
認
容
例
に
な
り
う
る
が
、
そ
の
理
論

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

構
成
か
ら
右
の
可
能
性
が
窺
え
る
判
決
は
、
み
あ
た
ら
な
い
（
Y
の
「
善
意
無
過
失
」
に
一
応
言
及
す
る
も
の
は
、
7
判
決
、
1
2
判
決
の
原
審
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

る
）
。

　
i
　
X
Y
当
事
者
間
に
は
、
Y
の
継
続
し
た
土
地
利
用
の
基
礎
と
し
て
、
（
Y
の
主
張
す
る
）
賃
貸
借
契
約
は
存
在
し
な
い
と
認
定
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
判
断
を
導
い
た
利
用
開
始
時
の
状
況
が
、
全
く
土
地
所
有
者
と
の
契
約
交
渉
が
な
か
っ
た
（
た
と
え
ば
、
5
1
3
判
決
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

場
合
）
と
か
、
土
地
所
有
者
以
外
の
契
約
締
結
権
限
の
な
い
者
と
の
交
渉
で
あ
っ
た
（
た
と
え
ば
、
7
8
判
決
の
場
合
）
と
か
、
い
う
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

な
く
て
、
土
地
所
有
者
と
の
契
約
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
（
た
と
え
ば
、
2
7
判
決
の
場
合
）
に
は
、
事
情
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
誕
、

よ
り
、
「
契
約
の
解
釈
」
を
通
じ
て
、
Y
の
賃
借
利
用
に
対
す
る
土
地
所
有
者
の
承
認
を
基
礎
づ
け
る
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
利
用
者
の
交
付
す
る
金
員
が
利
用
の
対
価
と
し
て
「
賃
料
」
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
が
、
決
定
的
に
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

な
観
点
に
な
る
（
参
照
、
6
1
2
判
決
）
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

　
h
．
不
存
在
型
は
、
所
有
権
の
時
効
取
得
に
関
し
て
み
ら
れ
る
ほ
か
、
地
上
権
さ
ら
に
は
使
用
借
権
の
時
効
取
得
に
関
し
て
、
そ
の
判

決
例
を
有
す
る
。

　
…
…
…
　
当
該
の
賃
借
利
用
に
か
か
る
契
約
の
成
立
が
全
く
承
認
さ
れ
な
い
の
に
一
〇
年
の
時
効
取
得
を
認
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
が
、

こ
の
型
に
つ
き
、
長
斯
時
効
取
得
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
学
説
中
に
は
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
転
鍵
が
あ
る
。
確
か
に
、
長
期
間
経
過
す

53　（1　。97）　97



論　説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　

る
う
ち
に
当
該
の
賃
借
利
用
の
法
的
根
拠
が
不
明
と
な
る
場
合
も
あ
り
え
、
そ
の
場
合
の
法
的
確
定
の
た
め
時
効
取
得
は
有
用
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
れ
を
一
応
肯
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
も
、
利
用
者
の
交
付
す
る
金
員
に
「
賃
料
」
性
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、

（
金
員
が
「
賃
料
」
性
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
、
そ
れ
が
授
受
さ
れ
る
な
ら
、
そ
こ
に
す
で
に
賃
貸
借
契
約
の
成
立
が
観
念
さ
れ
る
の
で
）
実
際
上
二
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
む
　

の
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
限
定
さ
れ
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
魯
　
こ
の
型
に
お
け
る
賃
借
利
用
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
「
当
該
土
地
利
用
が
継
続
さ
れ
た
の
ち
、
土
地
所
有
者
と
利
用
者
間
に
そ
も

そ
も
賃
貸
借
契
約
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
争
い
が
生
じ
た
場
合
」
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
演
っ
て
、
係
争
地
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

当
該
利
用
は
、
そ
の
①
利
用
の
具
体
的
相
手
方
も
ト
、
②
利
用
が
賃
借
利
用
で
あ
る
こ
と
も
確
定
し
て
い
な
い
（
一
重
の
利
用
権
原
1
た
と

え
ば
、
」
使
用
借
権
」
の
存
在
す
ら
承
認
さ
れ
な
い
場
合
）
か
、
①
具
体
的
相
手
方
慮
確
定
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
②
利
用
が
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

借
利
用
で
あ
る
こ
乏
寧
確
定
し
て
い
な
い
抵
一
応
の
制
用
権
原
揮
承
認
さ
れ
た
場
合
）
か
、
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
岱
賃
借
利
用
と
し
て
の
成

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

熟
度
は
低
い
、
と
か
い
う
る
（
題
ろ
端
た
め
に
、
長
潮
時
叢
得
の
承
鰹
か
な
り
曝
り
れ
る
で
あ
乃
今

　
㈹
皿
…
a
（
未
登
記
）
型
、

　
判
決
例
で
は
、
否
定
例
の
み
で
あ
っ
た
。
Y
の
賃
借
利
用
継
続
中
に
お
け
る
容
態
の
な
か
で
、
賃
料
の
支
払
に
か
か
る
事
実
が
、
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

的
に
重
要
な
観
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
3
判
決
は
、
新
土
地
所
有
者
に
対
す
る
賃
料
の
領
収
方
の
要
求
の
ほ
か
、
供
託
の
遅
れ
を
い
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

コ21

ｻ
決
も
、
新
土
地
所
有
者
に
対
す
る
賃
料
支
払
の
必
要
性
を
い
う
）
。

〔　
i
「
X
Y
間
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
対
抗
問
」
題
」
が
存
在
す
る
。
対
抗
問
題
と
し
て
処
理
す
る
中
に
も
、
各
々
に
活
用
上
の
限
界
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
の
の
、
X
に
対
し
て
Y
の
賃
借
利
用
を
確
保
し
う
る
法
技
術
が
あ
る
。
ま
た
、
X
Y
間
で
賃
料
の
授
受
が
な
さ
れ
れ
ば
（
対
抗
問
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
　

し
て
考
え
て
も
、
X
が
Y
の
賃
借
利
用
を
承
認
す
る
こ
と
は
何
ら
差
七
支
え
な
い
し
）
、
そ
こ
に
、
賃
貸
借
契
約
の
戎
立
を
観
念
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
“
1
1
　
未
登
記
型
は
、
所
有
権
の
時
効
取
得
に
関
し
て
、
多
く
の
判
決
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
重
譲
渡
ケ
ー
ス
）
。
そ
れ
ら
は
、
い
わ
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ゆ
る
「
取
得
時
効
と
登
記
」
を
め
ぐ
る
争
点
の
中
心
を
な
し
、
民
法
一
七
七
条
と
の
か
か
わ
り
で
、
学
説
も
詳
細
に
論
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

　
へ
　

る
（
参
照
、
次
項
…
m
）
。

　
…
m
　
こ
の
型
に
つ
き
、
時
効
の
起
算
日
を
（
他
の
型
に
お
け
る
よ
う
に
）
Y
の
賃
借
利
用
開
始
時
と
す
る
こ
と
は
、
民
法
一
七
七
条
が
厳

存
す
る
以
上
、
適
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
と
は
、
対
抗
力
の
欠
飲
を
補
填
す
る
機
能
を
時
効
制
度
に
（
認
め
う
る
か
）
認
め
う
る
と
し
て

対
抗
要
件
制
度
と
の
接
点
を
ど
こ
に
置
く
べ
き
か
、
に
か
か
る
が
、
対
抗
要
件
制
度
の
趣
旨
（
対
抗
要
件
を
備
え
た
者
の
出
現
に
よ
り
、
そ
れ

以
前
の
対
抗
要
件
を
備
え
な
い
者
の
権
利
関
係
は
覆
滅
さ
れ
る
こ
と
）
は
可
能
な
か
ぎ
り
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
、
・
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
ζ
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
時
効
の
起
算
日
は
、
「
新
土
地
所
有
者
の
登
記
経
由
時
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
う
え
で
、
こ
の
型
に
つ
き
、
短
期
時
効
取
得
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
学
説
中
に
は
、
所
有
権
に
お
け
る
未
登
記
型
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

て
、
長
期
時
効
取
得
に
か
ぎ
り
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
X
に
よ
る
所
有
権
登
記
の
経
由
（
こ
れ
を
Y
が

知
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Y
が
従
前
と
同
様
の
当
該
賃
借
利
用
が
許
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
利
用
を
継
続
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
し
た
が
っ
て
、
新
土
地
所
有
者
と
の
接
触
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
で
あ
ろ
う
）
場
合
は
（
大
い
に
あ
り
う
る
し
）
、
一
〇
年
の
時
効
に
よ
る
保
護
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

与
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
型
に
お
け
る
一
〇
年
否
定
例
（
3
2
1
判
決
）
も
、
一
〇
年
の
時
効
取
得
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

い
よ
う
で
あ
る
。

　
汐
　
こ
の
型
に
お
け
る
賃
借
利
用
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
「
従
前
の
土
地
所
有
者
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
有
効
な
賃
貸
借
契
約
に
も
と

づ
き
く
対
抗
力
を
備
え
な
い
ま
ま
V
土
地
利
用
が
継
続
さ
れ
た
の
ち
、
新
土
地
所
有
者
と
の
関
係
に
お
け
る
土
地
利
用
権
原
に
つ
き
、
争

い
が
生
じ
た
場
合
」
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
係
争
地
に
か
か
る
当
該
利
用
は
、
新
土
地
所
有
者
に
は
対
抗
し
え
な
い
も

の
の
、
そ
の
①
利
用
の
具
体
的
相
手
方
が
沸
当
初
は
（
有
効
な
賃
貸
借
契
約
の
相
手
方
た
る
旧
土
地
所
有
者
に
）
確
定
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
②

利
用
が
賃
借
利
用
で
あ
る
こ
と
も
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
（
さ
ら
に
、
も
と
も
と
賃
借
利
用
自
体
に
つ
い
て
は
、
対
第
三
者
対
抗
力
の

53　（1　・99）　99



曇ム
責冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

有
無
と
い
う
観
点
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
し
）
、
賃
借
利
用
と
し
て
の
成
熟
度
は
非
常
に
高
い
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
め
に
、

短
期
時
効
取
得
の
承
認
も
容
易
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
Y
に
よ
る
継
続
し
た
土
地
の
賃
借
利
用
は
、
新
土
地
所
有
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
れ
　

も
容
易
に
了
知
さ
れ
う
る
（
係
争
地
の
占
有
状
態
を
み
れ
ば
よ
い
）
か
ら
、
時
効
取
得
を
承
認
す
る
た
め
に
そ
の
存
在
が
要
件
視
さ
れ
る
具
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
事
実
（
た
と
え
ば
、
賃
料
の
支
払
）
が
、
新
土
地
所
有
者
と
の
関
係
で
示
さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
（
た
と
え
ば
，
旧
土
地
所

有
者
に
対
す
る
賃
料
支
払
の
継
続
で
も
よ
い
）
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ね

　
四
皿
i
b
（
無
断
譲
渡
）
型

　
判
決
例
で
は
、
認
容
例
は
一
件
の
み
で
あ
っ
た
。
Y
の
賃
借
利
用
継
続
中
に
お
け
る
容
態
の
な
か
で
、
賃
料
の
支
払
に
か
か
る
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

が
、
決
定
的
に
重
要
な
観
点
と
七
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
唯
一
の
認
容
例
た
る
2
6
判
決
が
、
賃
料
支
払
お
よ
び
こ
れ
に
続
く
供
託
の
継
続
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
ユ

い
、
2
9
判
決
は
、
賃
料
不
払
お
よ
び
供
託
の
遅
れ
を
い
う
y
ほ
か
、
Y
の
賃
借
利
用
に
対
す
る
X
の
容
態
（
Y
の
賃
借
利
用
に
対
す
る
X
の
拒
否
を
い

　
　
こ

う
田
罰
割
賦
判
決
）
・
さ
ら
に
は
賃
借
利
用
開
始
（
土
地
賃
借
権
（
お
よ
び
建
物
所
有
権
）
譲
渡
契
約
の
締
結
）
時
の
状
況
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
（
刎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
〔
〔
〔
〔

判
決
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
i
　
賃
借
権
（
た
だ
し
、
2
6
判
決
は
転
借
権
に
か
か
る
）
の
無
断
譲
渡
で
あ
る
以
上
、
賃
借
権
の
無
断
譲
渡
（
な
い
し
、
無
断
転
貸
（
皿
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
　

型
）
、
以
下
同
じ
。
な
お
参
照
、
⑤
i
）
を
理
由
と
す
る
解
除
を
制
限
す
る
種
々
の
法
理
を
、
X
に
対
し
て
Y
の
賃
借
利
用
を
確
保
す
る
た
め

に
援
用
し
う
る
か
が
、
焦
点
に
な
る
。
そ
の
う
ち
、
X
Y
間
で
賃
料
の
授
受
が
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
に
、
X
の
（
少
な
く
と
も
、
黙
示
の
）

承
諾
を
観
念
し
う
る
こ
と
に
は
、
問
題
が
な
い
。

　
ま
ず
、
当
該
の
無
断
譲
渡
に
「
背
信
性
」
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、
譲
受
人
（
な
い
し
、
‘
転
借
人
）
は
譲
受
賃
借
権
（
な
い
し
、
転
借
権
）
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ガ
　

っ
て
賃
貸
人
に
対
抗
し
う
る
（
通
説
・
判
例
）
か
ら
、
そ
の
場
合
に
は
、
時
効
取
得
に
依
拠
す
る
実
益
は
乏
し
い
と
い
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
「
解
除
権
の
時
効
消
滅
」
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
の
時
か
ら
一
〇
年
の
経
過
に
よ
る
時
効
消
滅
を
認
め
、
し
か
も
、
こ
の
場
合
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土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

に
譲
受
人
は
譲
受
貨
借
権
を
も
っ
て
賃
貸
人
に
対
抗
し
う
る
・
と
の
立
場
を
と
れ
鋭
意
で
あ
る
が
・
無
断
譲
渡
に
も
と
つ
く
賃
借
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
　

の
続
く
か
ぎ
り
解
除
権
の
時
効
消
滅
は
認
め
え
な
い
、
と
か
、
無
断
譲
渡
を
理
由
と
す
る
解
除
権
が
（
賃
借
権
の
譲
渡
人
に
対
す
る
関
係
で
）

時
効
消
滅
し
た
と
し
て
も
、
「
所
有
権
に
基
づ
き
、
譲
受
人
に
対
し
そ
の
占
有
す
る
賃
貸
借
の
目
的
物
の
明
渡
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

　
ゆ
　
る
」
と
か
、
す
る
立
場
を
と
れ
ば
、
Y
が
賃
借
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、
積
極
的
に
時
効
取
得
を
援
用
す
る
実
益
が
存
在
す
る
こ
と
に
な

　
（
7
7
）

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

　
な
お
、
「
失
効
の
原
則
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
否
自
体
の
検
討
を
要
す
る
し
、
仮
に
、
承
認
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
に
無
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　

譲
受
人
が
譲
受
賃
借
権
を
も
っ
て
賃
貸
人
に
対
抗
し
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
い
が
あ
る
。

　
”
U
　
他
の
土
地
の
利
用
権
原
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
相
応
す
る
も
の
は
な
い
。

　
…
m
　
こ
の
型
に
つ
き
、
短
期
時
効
取
得
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
Y
が
、
賃
借
権
譲
渡
契
約
の
締
結
時
の
状
況
（
と
り
わ
け
、
土
地
所

有
者
と
の
交
渉
を
も
た
な
い
場
合
に
お
け
る
、
譲
渡
人
の
言
質
等
）
に
よ
り
、
当
該
賃
借
利
用
が
賃
貸
人
に
よ
り
承
諾
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
と

　
ヘ
　
　
へ

の
信
頼
の
も
と
に
、
賃
借
利
用
を
開
始
し
継
続
す
る
場
合
は
（
大
い
に
あ
り
う
る
し
）
、
一
〇
年
の
時
効
に
よ
る
保
護
を
与
え
て
よ
い
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

う
（
対
比
的
に
参
照
、
2
9
判
決
の
原
審
（
「
賃
借
権
譲
渡
に
つ
き
賃
貸
人
の
承
諾
が
な
い
の
を
承
知
の
」
弁
済
供
託
）
）
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
受
領

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

拒
絶
を
理
由
と
す
る
供
託
は
、
短
期
時
効
取
得
の
要
件
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
（
参
照
、
前
述
3
②
1
1
②
㊥
（
八
六
i
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

七
頁
）
）
を
確
認
し
た
い
（
参
照
、
2
5
判
決
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
汐
　
こ
の
型
に
お
け
る
賃
借
利
用
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
「
土
地
の
賃
借
人
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
賃
借
権
譲
渡
契
約
に
も
と
づ
き

く
土
地
所
有
者
の
承
諾
を
得
な
い
ま
ま
V
土
地
利
用
が
継
続
さ
れ
た
の
ち
、
賃
貸
人
と
の
関
係
に
お
け
る
土
地
利
用
権
原
に
つ
き
、
争
い

が
生
じ
た
場
合
」
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
係
争
地
に
か
か
る
当
該
利
用
は
、
土
地
所
有
者
と
の
関
係
で
は
不
法
占
有
で

　
へ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

あ
る
が
、
そ
の
①
利
用
の
具
体
的
相
手
方
が
一
応
（
賃
借
利
用
者
側
か
ら
み
て
）
確
定
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
②
利
用
が
賃
借
利
用
で
あ
る
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払再冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
も
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
利
用
と
し
て
の
成
熟
度
は
高
い
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
め
に
、
短
期
時
効
取
得

も
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
Y
に
よ
る
継
続
し
た
土
地
の
賃
借
利
用
は
、
賃
借
権
譲
渡
契
約
に
よ
り
旧
賃
借
人
が
当
該
利
用
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
離
脱
す
る
以
上
、
土
地
所
有
者
に
容
易
に
了
知
さ
れ
う
る
か
ら
、
時
効
取
得
を
承
認
す
る
た
め
に
そ
の
存
在
が
要
件
視
さ
れ
る
具
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
事
実
（
た
と
え
ば
、
賃
料
の
支
払
）
が
、
土
地
所
有
者
と
の
関
係
で
示
さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
（
た
と
え
ば
、
譲
渡
人
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

す
る
賃
料
支
払
の
継
続
で
も
よ
い
）
と
思
わ
れ
る
（
参
照
、
2
6
判
決
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ね

　
⑤
　
皿
i
c
（
無
断
転
貸
）
型

　
判
決
例
で
は
、
認
容
例
は
六
件
（
し
か
も
、
一
〇
年
認
容
例
が
二
件
）
で
あ
っ
た
。
Y
の
転
借
利
用
継
続
中
に
．
お
げ
る
容
態
の
な
か
で
、
転

借
料
の
支
払
に
か
か
る
事
実
の
み
な
ら
ず
、
「
転
借
人
名
義
の
建
物
登
記
」
に
か
か
る
事
実
が
、
決
定
的
に
重
要
な
観
点
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
転
借
人
名
義
の
建
物
登
記
」
の
経
由
が
、
「
土
地
所
有
者
と
の
関
係
に
お
け
み
転
借
意
思

　
　
　
　
　
へ
8
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
’

の
客
観
的
表
現
」
を
示
す
具
体
的
事
実
の
諸
態
様
の
一
つ
と
し
て
（
建
物
の
外
観
↑
転
借
料
の
授
受
方
法
と
並
べ
て
（
1
6
判
決
）
、
ま
た
、
転
貸
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

差
配
事
務
の
継
続
と
並
べ
て
（
3
3
判
決
）
）
言
及
さ
れ
る
ほ
か
、
時
効
の
起
算
日
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
と
り
わ
け
、
1
9
判
決
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

で
あ
る
。
し
か
し
、
，
右
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
判
決
は
、
土
地
所
有
者
側
に
時
効
中
断
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
意
図
す
る
（
1
6
3
3
判
決
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

コ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19

ｻ
決
は
、
時
効
取
得
の
制
度
趣
旨
（
「
『
権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
た
』
所
有
者
か
ら
権
利
保
護
を
剥
奪
す
る
」
）
か
ら
、
転
借
利
用
の
「
土
地
所
有
者
へ
の
了

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

知
可
能
性
」
を
い
う
）
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
無
断
転
貸
型
に
か
か
る
各
判
決
例
は
、
各
々
の
具
体
的
事
件
に
相
応
し
て
、
転
借
利
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
が
　

「
土
地
所
有
者
へ
の
了
知
可
能
性
」
を
指
示
す
る
具
体
的
事
実
を
抽
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
具
体
的
事
件
を
離
れ
て
右
事
実
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
を
要
件
擁
す
る
に
は
及
ば
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
、
右
の
こ
と
は
、
無
断
転
貸
の
場
合
に
は
無
断
譲
渡
の
場
合
に
比
し

て
当
該
転
借
利
用
の
「
土
地
所
有
者
へ
の
了
知
可
能
性
」
が
問
題
と
寮
ど
い
う
・
こ
の
型
の
特
徴
を
表
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
い
。
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右
の
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
の
型
は
皿
一
b
（
無
断
譲
渡
）
型
と
論
議
を
共
通
に
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、

特
筆
す
べ
き
箇
所
に
の
み
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
i
　
無
断
転
貸
を
理
由
と
す
る
解
除
を
制
限
す
る
法
理
に
関
し
て
は
、
無
断
転
貸
の
場
合
に
は
、
無
断
譲
渡
の
場
合
に
比
し
て
、
解
除

を
制
限
す
る
法
理
が
活
用
さ
れ
や
す
囑
）
（
た
と
え
嬬
「
黙
示
の
承
諾
」
も
熱
さ
れ
や
す
い
（
参
断
切
判
決
の
一
章
黙
示
の
承
諾
を
認
め
た
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
X
Y
間
で
賃
料
の
授
受
が
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
に
X
の
－
（
少
な
く
と
も
、
黙
示
の
〉
承
諾
を
観
念
し
う
る
こ
と

は
、
無
断
譲
渡
と
同
様
で
あ
る
。

　
…
1
1
　
他
の
土
地
利
用
権
原
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
相
応
す
る
も
の
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

　
…
m
　
こ
の
型
に
つ
い
て
は
、
無
断
譲
渡
の
場
合
に
比
し
て
よ
り
広
範
に
、
短
期
時
効
取
得
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
（
参
照
、
1
4
2
8
判
決
　
　
　
〔
〔
）
。

「
善
意
無
過
失
」
要
件
の
判
定
に
際
し
て
は
、
賃
貸
人
た
る
土
地
所
有
者
の
承
諾
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
了
知
を
問
題
に
す
べ
き
で
あ

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

り
（
1
9
判
決
）
、
賃
貸
人
の
承
諾
が
な
い
こ
と
か
ら
直
ち
に
「
善
意
無
過
失
」
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
（
－
判
決
）
。
な
お
、
1
6
判
決

　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
〔

が
、
転
借
人
が
土
地
所
有
者
の
調
査
を
せ
ず
、
承
諾
等
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
転
借
人
の
「
有
過
失
」
を
認
定
判
断
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

つ
い
て
は
、
疑
い
が
あ
る
。
通
例
、
賃
貸
人
の
承
諾
を
と
り
つ
け
る
べ
き
な
の
は
、
転
貸
人
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
汐
　
こ
の
型
に
お
け
る
賃
借
利
用
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
「
土
地
の
賃
借
人
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
転
貸
借
契
約
に
も
と
づ
き
く
土
地

所
有
者
の
承
諾
を
得
な
い
ま
ま
V
土
地
利
用
が
継
続
さ
れ
た
の
ち
、
賃
貸
人
と
の
関
係
に
お
け
る
土
地
利
用
権
原
に
つ
き
、
争
い
が
生
じ

た
場
合
」
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
ゆ
し
た
が
っ
て
、
係
争
地
に
か
か
る
当
該
利
用
は
、
土
地
所
有
者
と
の
関
係
で
は
や
は
り
不
法
占
有
で

あ
る
が
、
そ
の
①
利
用
の
具
体
的
相
手
方
が
一
応
（
転
借
利
用
者
側
か
ら
み
て
）
確
定
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
②
利
用
が
転
借
利
用
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
も
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
転
借
利
用
と
し
て
の
成
熟
度
は
高
い
（
無
断
譲
渡
型
よ
り
も
高
い
）
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

た
め
に
、
短
期
時
効
取
得
が
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
当
該
Y
に
よ
る
継
続
し
た
土
地
の
転
借
利
用
は
、
賃
借
人
が
当
該
利
用
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関
係
か
ら
離
脱
し
な
い
た
め
、
土
地
所
有
者
に
は
必
ず
し
も
容
易
に
了
知
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
無
断
転
貸
型
に
お
い
て
は
、
時
効

取
得
を
承
認
す
る
た
め
に
そ
の
存
在
が
要
件
視
さ
れ
る
具
体
的
事
実
（
た
と
え
ば
、
弁
済
供
託
）
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
附
随
的
事
実
（
た

と
え
ば
、
か
の
「
転
借
人
名
義
の
建
物
登
記
」
）
が
、
土
地
所
有
者
と
の
関
係
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
短
期
時

効
取
得
に
即
し
て
い
え
ば
、
そ
の
要
件
と
し
て
弁
済
供
託
で
は
不
十
分
で
あ
る
（
し
か
し
、
賃
料
の
授
受
ま
で
は
不
要
で
あ
る
）
か
ら
、
何
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

か
の
方
法
で
の
（
た
と
え
ば
、
3
5
判
決
の
よ
う
に
）
土
地
所
有
者
側
へ
の
賃
料
の
支
払
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
㈲
　
皿
一
d
（
他
人
の
土
地
の
賃
貸
借
）
へ
型

　
料
決
例
で
は
、
そ
の
す
べ
て
（
五
件
）
が
認
容
側
（
し
か
も
、
一
〇
年
認
容
例
が
四
件
）
で
あ
っ
た
。
、
Y
の
賃
借
利
用
継
続
中
に
お
け
る

容
態
の
な
か
で
、
賃
料
の
支
払
に
か
か
る
事
実
が
㍉
決
定
的
に
重
要
な
観
点
と
し
て
取
σ
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
五
件
と
も
、
自
己
に
賃
借
利

用
を
さ
せ
た
者
（
A
）
に
対
す
る
、
賃
借
以
来
継
続
し
た
賃
料
支
払
の
事
実
を
い
う
）
ほ
か
、
r
の
賃
借
利
舟
に
対
す
る
X
（
真
正
の
土
地
所
有
者
）
の

容
態
（
換
地
処
分
に
か
か
る
申
出
の
な
い
こ
と
（
圖
判
決
）
）
、
さ
ら
に
、
Y
の
賃
借
利
用
開
始
時
の
状
況
（
相
手
方
を
権
限
あ
る
者
（
刎
瑚
判
決
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
　
コ
リ

所
有
者
（
3
4
判
決
）
で
あ
る
と
信
頼
し
た
こ
と
）
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
よ
ケ
で
あ
る
。
　
，
…
－

　
　
　
〔

　
i
　
A
Y
問
に
は
、
い
ず
れ
も
、
他
人
の
土
地
に
か
か
る
賃
貸
借
契
約
が
存
在
す
る
か
ら
、
そ
れ
に
も
と
つ
く
契
約
関
係
を
真
正
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

地
所
有
者
X
へ
推
及
し
え
な
い
か
が
問
題
と
な
り
う
る
。
何
よ
り
A
と
X
と
の
関
係
が
閥
題
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
2
2
2
4
判
決
で
は
、
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

見
代
理
が
主
張
さ
れ
た
）
が
、
．
ま
た
、
支
払
わ
れ
た
賃
料
が
さ
ら
に
X
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
、
X
Y
間
の
「
黙
示
の
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

貸
借
契
約
の
成
立
」
を
係
争
地
に
つ
き
観
念
し
う
る
で
あ
ろ
う
（
参
照
、
，
1
8
判
決
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
”
1
1
　
他
人
の
土
地
の
賃
貸
借
型
は
、
所
有
権
の
時
効
取
得
に
関
し
て
、
そ
の
相
応
す
る
多
く
の
判
決
桝
を
．
（
各
々
に
異
質
で
あ
る
が
）
み

る
こ
と
が
で
き
る
の

　
…
m
　
こ
の
型
に
つ
い
て
は
《
短
期
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
自
己
に
賃
借
利
用
を
ざ
せ
た
者
の
権
限
の
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存
在
に
寄
せ
る
賃
借
利
用
者
の
信
頼
の
根
拠
が
、
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
判
決
例
で
は
、
「
善
意
無
過
失
」
（
「
一
般
社
会
人
と
し
て
も
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

も
ど
思
料
さ
れ
る
事
情
が
あ
っ
た
」
こ
と
1
2
2
判
決
）
要
件
の
判
定
に
際
し
て
、
A
の
社
会
的
信
用
（
2
2
判
決
）
、
係
争
地
近
傍
の
物
理
的
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
コ（
3
4
判
決
）
が
考
慮
さ
れ
た
。

　
〔
　
汐
　
こ
の
型
に
お
け
る
賃
借
利
用
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
「
土
地
所
有
者
（
な
い
ん
、
賃
貸
権
限
を
有
す
る
者
）
と
称
す
る
者
と
の
間
で
締

結
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
き
、
土
地
利
用
が
継
続
さ
れ
た
の
ち
、
真
正
の
土
地
所
有
者
と
の
関
係
に
お
け
る
土
地
利
用
権
原
に
つ

き
、
争
い
が
生
じ
た
場
合
」
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
・
係
争
地
に
か
か
る
当
該
利
用
は
、
真
正
の
土
地
所
有
者
に
対
抗
し

え
な
い
も
の
の
、
そ
の
①
利
用
の
相
手
方
が
（
真
正
の
土
地
所
有
者
で
は
な
い
と
い
え
）
確
定
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
②
利
用
が
賃
借
利
用
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
こ
と
も
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
利
用
と
し
て
の
成
熟
度
は
非
常
に
高
い
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
め
に
、
短

期
時
効
取
得
の
承
認
も
容
易
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
Y
に
よ
る
継
続
し
た
土
地
の
賃
借
利
用
は
、
真
正
の
土
地
所
有
者

に
も
容
易
に
了
知
さ
れ
う
る
（
係
争
地
の
占
有
状
態
を
み
れ
ば
よ
い
）
か
ら
、
自
己
に
賃
借
利
用
を
さ
せ
た
者
の
権
限
の
存
在
に
寄
せ
る
賃
借

利
用
者
の
信
頼
が
具
現
す
る
も
の
と
し
て
、
時
効
取
得
を
承
認
す
る
た
あ
に
そ
の
存
在
が
要
件
視
さ
れ
る
具
体
的
事
実
（
た
と
え
ば
、
賃
料

の
支
払
）
は
、
真
正
の
土
地
所
有
者
と
の
関
係
で
示
さ
れ
る
必
要
は
な
い
（
た
と
え
ば
、
A
に
対
す
る
賃
料
支
払
の
継
続
で
足
り
る
）
と
思
わ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

　
①
　
皿
一
e
（
公
益
上
無
効
の
賃
貸
借
）
型

　
判
決
例
で
は
、
そ
の
す
べ
て
（
二
件
）
が
認
容
例
（
し
か
し
、
一
〇
年
認
容
例
は
な
い
）
で
あ
っ
た
。
Y
の
賃
借
利
用
継
続
中
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

容
態
の
な
か
で
、
賃
料
の
支
払
に
か
か
る
事
実
が
、
決
定
的
に
重
要
な
観
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
X
寺
住
職
（
1
5
判
決
）
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

る
、
農
地
所
有
者
X
（
2
3
判
決
）
に
対
す
る
、
約
定
賃
料
の
支
払
が
賃
借
以
来
継
続
し
た
と
い
う
事
実
を
い
う
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
i
　
X
Y
間
に
は
、
い
ず
れ
も
、
賃
貸
借
契
約
が
存
在
す
る
も
の
の
、
公
益
上
の
要
請
に
も
と
つ
く
管
轄
官
庁
の
許
可
が
な
い
た
め
右
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岳ム
斉瞬 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
コ

契
約
は
効
力
を
有
し
て
い
な
い
（
現
在
で
は
、
1
5
判
決
に
み
ら
れ
る
社
寺
用
地
上
の
規
律
は
な
い
。
農
地
賃
借
権
（
伽
判
決
）
に
つ
い
て
は
、
参
照
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
地
法
三
条
）
。
も
と
も
と
、
こ
の
場
合
に
は
、
真
正
の
土
地
所
有
者
と
の
合
意
の
も
と
に
当
該
の
賃
借
利
用
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
各
々
の
公
益
的
要
請
の
た
め
、
そ
の
契
約
の
効
力
が
否
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
X
Y
間
に
賃
料

の
授
受
が
継
続
さ
れ
よ
う
と
、
こ
こ
に
Y
の
賃
借
利
用
を
右
契
約
の
存
在
か
ら
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
、
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
峨
㌍
た
だ
・
土
地
所
有
者
自
身
が
、
右
契
約
の
締
結
に
際
し
Y
の
賃
借
利
用
を
承
認
し
て
い
た
（
あ
る
い
は
契
約
の
当
事
者
と
し
て

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

（
1
5
判
決
）
、
あ
る
い
は
当
事
者
で
は
な
い
が
承
諾
を
与
え
て
い
た
（
2
3
判
決
）
）
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
の
（
公
益
上
の
要
請
に
も
と
つ
く
管
轄
官
庁
の
）

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

許
可
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
長
期
化
し
た
Y
の
賃
借
利
用
の
権
原
を
争
う
こ
と
自
体
に
㍉
信
義
則
の
観
点
か
ら
し
て
、
問
題
が
存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

な
い
わ
け
で
は
．
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
が
　

　
員
　
公
益
上
無
効
の
賃
貸
借
型
は
、
地
上
権
お
よ
び
永
小
作
権
の
時
効
取
得
に
関
し
て
、
そ
の
相
応
す
る
判
決
例
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
．

　
…
m
　
こ
の
型
に
つ
き
、
”
短
期
時
効
取
得
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ζ
で
、
時
効
取
得
の
承
認
に
よ
り
、
各
々
の
〈
管
轄
官
庁
の
許
可
に

か
か
ら
し
め
た
）
公
益
的
要
請
を
損
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
が
問
題
視
さ
れ
馬
た
め
に
、
具
体
的
場
合
に
お
け
る
公
益
的
要
請
の
目
的
が

検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
判
決
例
に
あ
っ
て
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
れ
が
「
事
実
的
支
配
を
保
護
す
べ
き
要
請
に
比
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

特
に
強
く
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
」
と
は
考
え
な
い
（
1
5
判
決
〉
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
短
期
時
効
取
得
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
コ
り
ヨ
く
　
ノ

も
あ
る
（
参
照
、
d
e
f
9
判
決
〉
。
「
善
意
無
過
失
」
要
件
の
判
定
に
際
し
て
は
、
当
該
の
許
可
の
「
周
知
性
」
に
か
か
ら
し
め
る
よ
う
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
〔

　
コ
　
コ
コ

（
2
3
e
f
9
判
決
）
。

　
　
　
く

旨
汐
、
こ
の
型
に
お
け
る
賃
借
利
用
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
「
土
地
所
有
者
と
の
閣
で
締
結
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
き
、
土
地
利

用
が
継
続
ざ
れ
た
の
ち
、
〈
右
契
約
に
か
か
る
入
公
益
的
要
請
に
よ
る
）
、
法
定
条
件
の
違
背
の
た
め
V
土
地
所
有
者
と
の
関
係
に
お
け
る
土
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地
利
用
権
原
に
つ
き
、
争
い
が
生
じ
た
場
合
」
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
係
争
地
に
か
か
る
当
該
利
用
は
、
そ
の
①
利
用

の
相
手
方
が
真
正
の
土
地
所
有
者
自
身
で
あ
る
ほ
か
、
そ
の
②
利
用
が
賃
借
利
用
で
あ
る
こ
と
も
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
賃

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

借
利
用
と
し
て
は
す
で
に
成
熟
し
て
い
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
め
に
、
短
期
時
効
取
得
も
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

各
々
の
法
定
条
件
の
有
す
る
公
益
的
要
請
を
具
体
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
阿
よ
り
、
こ
の
型
に
は
他
の
型
と
は
異
質
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

「
実
質
的
意
味
」
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ち
、
必
ず
し
も
他
の
型
と
並
列
し
て
論
じ
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
・

土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

　
以
上
の
「
類
型
別
．
の
検
討
」
に
つ
き
、
小
括
し
よ
う
。

　
i
　
各
々
の
紛
争
の
質
（
類
型
）
に
よ
り
「
可
能
的
法
的
構
成
」
は
区
々
に
想
定
し
え
、
た
め
に
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
う
法
技
術
の
有
す
る
（
有
す
べ
き
）
機
能
に
も
差
異
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
紛
争
時
に
お
け
る
真
正
の
土
地
所
有
者
の
（
当
該
賃
借
利
用
に

対
す
る
）
承
認
が
あ
る
場
合
（
た
と
え
ば
、
賃
料
が
授
受
さ
れ
る
場
合
、
な
ど
）
に
は
、
　
そ
こ
に
（
少
な
く
と
も
、
黙
示
の
）
賃
貸
借
契
約
の
成
立

を
観
念
し
う
る
で
あ
ろ
う
（
皿
l
e
型
は
除
く
）
。

　
n
1
1
　
他
の
（
賃
借
権
と
比
肩
し
う
る
）
土
地
利
用
権
原
の
場
合
に
お
け
る
時
効
取
得
制
度
の
有
様
を
参
酌
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

同
時
に
そ
こ
か
ら
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
み
に
特
有
す
る
事
柄
が
存
在
す
る
こ
と
（
た
と
え
ば
、
皿
一
b
型
．
皿
l
c
型
の
存
在
、

な
ど
）
も
認
識
さ
れ
る
。

　
…
m
’
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
に
か
か
る
短
期
時
効
取
得
制
度
と
長
期
時
効
取
得
制
度
の
意
味
は
、
一
層
重
要
で
あ
る
。
類
型
に

あ
っ
て
は
、
短
期
時
効
取
得
を
認
め
え
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
（
1
型
．
再
認
）
も
あ
噸
、
ま
た
、
要
件
視
さ
れ
る
具
体
的
事
実
の
態
様
に

つ
い
て
も
、
両
者
の
区
別
は
意
味
を
有
し
う
る
（
た
と
え
ば
、
短
期
時
効
取
得
に
つ
い
て
は
、
弁
済
供
託
で
は
十
分
で
な
い
こ
と
、
な
ど
）
。
そ
し
て

何
よ
り
も
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
検
討
を
通
じ
て
も
、
短
期
時
効
取
得
と
長
期
時
効
取
得
の
有
す
る
趣
旨
な
い
し
機
能
が
異

53　（1　●107）　107



払蕎冊． 説

　
　
　
へ
が
　

な
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
た
と
え
ば
、
1
型
・
1
型
（
長
期
時
効
取
得
し
か
認
め
ら
れ
な
い
）
に
お
け
る
「
長
期
間
継
続
し
た
関
係
の
法
的
確
定
」
、

お
よ
び
皿
l
d
型
（
短
期
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
や
す
い
）
に
お
け
る
「
信
頼
（
取
引
安
全
）
の
保
護
」
、
な
ど
）
と
思
わ
れ
る
。

　
拉
　
さ
ら
に
、
当
該
賃
借
利
用
の
実
体
（
す
な
わ
ち
、
賃
貸
借
契
約
関
係
と
し
て
の
「
成
熟
度
」
）
の
検
証
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
具
体
的
場
合

に
お
け
る
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
認
容
の
難
易
が
、
当
該
「
事
実
上
の
賃
貸
借
契
約
（
賃
借
利
用
）
関
係
」
の
「
成
熟
度
」
（
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
が
　

的
部
分
の
大
小
（
重
軽
）
）
と
相
関
す
る
こ
と
を
教
え
、
ひ
い
て
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
制
度
の
有
す
る
機
能
（
意
味
）
に
つ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

そ
れ
が
「
当
該
の
事
実
上
の
賃
貸
借
契
約
関
係
に
存
す
る
環
疵
の
治
癒
」
・
で
あ
る
こ
と
を
確
認
せ
し
め
た
、
と
思
わ
れ
る
。

　
v
　
土
地
賃
借
権
を
時
効
取
得
す
る
た
め
に
要
件
視
さ
れ
る
具
体
的
事
実
の
態
様
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
類
型
を
通
じ
て
、

賃
借
利
用
者
の
賃
借
利
用
継
続
中
に
お
け
る
容
態
の
な
か
で
、
賃
料
の
支
払
に
か
か
る
事
実
が
、
決
定
的
に
重
要
な
要
件
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
れ
ら
具
体
的
事
実
の
態
様
が
要
件
視
さ
れ
る
理
由
く
根
拠
）
に
二
つ
の
異
質
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
囁
と

が
、
判
明
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
、
そ
れ
ら
が
、
①
当
該
の
場
面
に
お
け
る
「
賃
借
利
用
た
る
実
体
の
形
成
」
の
程
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
る
指
標
と
し
て
要
件
視
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
2
当
該
の
場
面
に
お
い
て
、
土
地
賃
借
権
を
時
効
取
得
さ
せ
（
土
地
所
有
者
に
負
担
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

か
け
Y
て
も
差
し
支
え
な
い
と
判
断
し
う
る
だ
け
め
、
当
該
賃
借
利
用
の
「
土
地
所
有
者
へ
の
了
知
可
能
性
」
の
程
度
を
計
る
指
標
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樹
）
　
（
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

て
要
件
視
さ
れ
る
こ
と
、
の
二
つ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
一
の
容
態
（
た
と
え
ば
、
賃
料
の
支
払
）
が
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
右
二
っ
の
理
由
を
兼
ね
う
る
わ
け
で
あ
る
が
、
具
体
的
場
合
を
離
れ
れ
ば
、
同
等
の
容
態
（
た
と
え
ば
、
「
弁
済
供
託
の
遅
れ
」
）
は
、
各
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幽
）

に
異
別
の
意
味
を
有
し
う
る
わ
け
で
あ
る
。
右
の
二
つ
の
観
点
は
、
当
該
類
型
の
特
殊
性
を
も
表
面
化
す
る
が
、
さ
ら
に
、
時
効
制
度
の

存
在
理
由
な
い
し
制
度
趣
旨
如
何
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
と
り
わ
け
注
視
し
た
い
。

　
両
、
最
後
忙
、
以
上
の
よ
う
な
類
型
別
の
検
討
が
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
採
用
さ
れ
る
具
体
的
利
益
状
況
の
差
異
を
表
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）

化
さ
せ
、
時
効
取
得
の
た
め
要
件
視
さ
れ
る
具
体
的
事
実
の
態
様
の
確
定
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
類
型
ご
と
に
論
議
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
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あ
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

（
4
5
）

（
4
6
）

　
そ
の
紛
争
理
由
に
関
し
て
、
一
般
的
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
紛
争
を
整
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

1
　
賃
借
（
転
借
も
含
む
）
利
用
の
開
始
時
に
問
題
の
存
す
る
場
合

　
（
1
）
賃
貸
借
契
約
の
存
在
自
体
に
疑
い
の
存
す
る
場
合

　
　
　
③
全
く
土
地
所
有
者
（
賃
借
人
）
と
の
契
約
交
渉
の
な
い
ま
ま
に
賃
借
（
転
借
）
利
用
を
開
始
し
た
場
合
（
不
法
占
有
）

　
　
　
⑤
契
約
交
渉
は
し
た
が
締
結
に
至
ら
ぬ
ま
ま
（
成
立
し
た
と
誤
信
し
て
）
賃
借
利
用
を
開
始
し
た
場
合

　
　
　
◎
　
締
結
し
た
契
約
が
た
と
え
ば
使
用
貸
借
契
約
で
あ
っ
た
（
そ
う
認
定
さ
れ
た
）
場
合

　
　
　
⑥
締
結
し
た
賃
貸
借
契
約
に
つ
き
書
面
化
を
怠
る
な
ど
し
て
契
約
の
存
在
の
立
証
が
困
難
な
場
合

　
（
2
）
賃
貸
借
契
約
の
内
容
に
問
題
の
存
す
る
場
合

　
　
　
◎
　
無
権
限
者
と
の
間
の
契
約
で
あ
っ
た
場
合

　
　
　
①
　
当
該
契
約
に
つ
き
無
効
・
取
消
原
因
な
ど
が
付
着
し
て
い
た
場
合

　
　
　
⑧
　
た
と
え
ば
一
時
借
地
の
よ
う
に
利
用
期
間
の
限
定
が
付
さ
れ
て
い
た
場
合

　
　
　
⑤
　
具
体
的
な
賃
借
利
用
範
囲
に
つ
き
限
定
が
付
さ
れ
て
い
た
場
合

　
（
3
）
賃
借
権
の
譲
渡
に
つ
き
土
地
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合
①

　
（
4
）
転
借
に
つ
き
土
地
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
場
合
①

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

H
　
賃
借
利
用
の
開
始
以
後
に
問
題
の
存
す
る
場
合

　
（
1
）
公
示
方
法
を
怠
っ
た
た
め
に
賃
借
利
用
を
も
っ
て
新
土
地
所
有
者
に
対
抗
し
え
な
い
場
合
　
⑭

　
（
2
）
賃
借
人
の
側
に
相
続
な
ど
を
起
因
と
し
て
賃
借
利
用
内
容
（
た
と
え
ば
利
用
範
囲
な
ど
）
に
変
動
が
生
じ
た
場
合
①

　
と
り
わ
け
所
有
権
の
時
効
取
得
に
関
し
、
短
期
時
効
取
得
制
度
と
長
期
時
効
取
得
制
度
が
、
そ
の
趣
旨
な
い
し
機
能
を
異
に
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
近
時
の
学
説
の
成
果
で
あ
る
（
参
照
、
た
と
え
ば
、
星
野
・
前
掲
・
二
六
四
頁
以
下
、
山
田
車
生
・
前
掲

（
注
（
6
7
）
）
・
＝
三
二
頁
以
下
、
藤
原
・
前
掲
・
九
七
頁
以
下
）
。
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説論

（
4
7
）
　
　
「
契
約
の
熟
度
」
な
い
し
「
契
約
の
成
熟
」
と
い
う
発
想
を
す
で
に
（
契
約
責
任
と
の
か
か
わ
り
で
）
示
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
鎌

　
　
田
薫
「
不
動
産
売
買
契
約
の
成
否
」
判
タ
四
八
四
号
〔
昭
和
五
八
年
〕
二
〇
1
一
二
頁
、
円
谷
峻
「
契
約
締
結
上
の
過
失
」
判
タ
四
九
九
号

　
　
　
〔
昭
和
五
八
年
〕
一
一
一
頁
。

（
4
8
）
　
注
（
4
5
）
で
整
理
を
試
み
た
紛
争
の
す
べ
て
が
、
判
決
例
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
め
に
、
こ
の
七
つ
の
類
型
か
ら
は
漏
れ

　
　
る
も
の
で
検
討
を
要
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
（
た
と
え
ば
、
注
（
4
5
）
の
④
に
関
し
、
－
錯
誤
無
効
が
問
題
と
な
る
場
合
（
こ
れ
に
つ
い
て
参
照
、

　
　
杉
山
・
前
掲
・
三
頁
（
時
効
取
得
を
肯
定
さ
れ
る
）
、
お
よ
び
、
篠
田
・
前
掲
・
三
九
頁
（
時
効
取
得
を
否
定
さ
れ
る
）
）
な
ど
）
を
十
分
に
認

　
　
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
観
点
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
、
具
体
的
紛
争
例
と
し
て
時
効
取
得
の
認
否
判
断
が
迫
ら
れ
た
も
の
の
み
に
、
限
定

　
　
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ノ

（
4
9
）
　
参
照
、
注
（
4
5
）
の
⑤
（
1
0
判
決
）
、
⑤
お
よ
び
①
（
3
1
判
決
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
コ

（
5
0
）
　
1
0
判
決
の
事
実
に
つ
い
て
、
時
効
取
得
が
具
体
的
に
認
容
で
き
る
と
す
る
見
解
（
野
崎
・
前
掲
・
四
三
頁
）
が
あ
る
。

　
　
　
で

（
5
1
）
　
学
説
中
に
は
、
境
界
紛
争
型
に
つ
き
、
賃
借
権
の
時
効
取
得
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
（
新
関
・
前
掲
（
注
（
2
7
）
）
・
九
頁
）
も
あ
る
。

（
5
2
）
　
「
黙
示
の
意
思
表
示
」
が
「
意
味
の
発
見
し
の
た
め
の
法
技
術
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
「
意
味
の
持
ち
込
み
し
の
た
め
の
法
技
術
と
し
て
も
活

　
　
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
参
照
、
一
穂
積
忠
夫
「
法
律
行
為
の
『
解
釈
』
の
構
造
と
機
能
口
」
法
学
協
会
雑
誌
七
八
巻
一
号
〔
昭
和
三
六
年
〕

　
　
四
三
頁
以
下
。

（
5
3
）
　
参
照
、
星
野
・
前
掲
・
二
三
九
頁
以
下
、
藤
原
・
前
掲
・
四
一
頁
以
下
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
5
4
）
　
た
と
え
ば
、
1
0
判
決
の
事
案
の
処
理
と
し
て
、
表
見
代
理
の
成
立
を
い
う
見
解
（
野
崎
・
前
掲
・
四
三
頁
）
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
ま
た
、
・
こ
の
型
κ
あ
っ
て
は
、
当
事
者
間
に
お
い
て
賃
料
授
受
の
継
続
が
あ
る
以
上
、
他
の
型
に
比
調
て
よ
り
広
範
に
、
黙
示
の
賃
貸
借
契

　
　
約
の
成
立
を
観
念
し
う
る
、
と
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
型
に
あ
っ
て
は
、
時
効
取
得
が
承
認
さ
れ
る
以
前
に
、
「
契
約
の
成
立
」
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。

（
5
5
）
　
星
野
教
授
は
、
所
有
権
の
時
効
取
得
に
か
か
る
境
界
紛
争
型
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
．
「
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
、

　
　
客
観
的
に
は
他
人
の
土
地
へ
の
侵
入
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
善
意
無
過
失
で
あ
っ
て
も
、
二
〇
年
の
時
効
に
限
っ
て
認
め
る
と
す
べ
き
も

　
　
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
（
星
野
英
一
・
後
掲
（
注
（
6
7
）
）
・
三
三
九
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
5
6
）
　
参
照
、
山
田
・
後
掲
（
注
（
6
7
）
）
・
一
三
四
頁
。
な
お
、
3
1
判
決
の
場
合
に
は
、
Y
の
賃
借
利
用
開
始
時
の
状
況
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
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土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

　
　
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
5
7
）
　
参
照
、
注
（
4
5
）
の
③
⑤
◎
⑥
。
二
で
は
、
⑧
（
2
7
判
決
）
も
、
便
宜
上
こ
こ
に
含
め
て
呈
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
5
8
）
　
参
照
、
注
（
2
1
）
に
呈
示
し
た
二
判
決
。
と
り
わ
け
二
〇
年
認
容
例
で
あ
る
b
判
決
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
5
9
）
の
　
東
京
控
判
大
正
五
年
六
月
二
〇
日
評
論
五
巻
民
七
九
八
頁
（
公
正
証
書
原
本
偽
造
公
文
書
行
使
森
林
法
違
反
被
告
附
帯
控
訴
事
件
）
。

　
　
〔

　
　
　
同
判
決
は
、
A
所
有
の
係
争
林
地
に
つ
い
て
A
の
母
か
ら
使
用
借
地
の
設
定
を
う
け
た
と
信
じ
た
X
先
代
が
、
同
地
を
植
林
す
る
等
の
行
為

　
　
を
な
し
て
き
た
場
合
に
つ
き
、
使
用
貸
借
契
約
の
存
在
は
認
め
な
か
っ
た
が
、
民
法
施
行
後
一
〇
年
の
経
過
に
よ
る
、
使
用
権
（
そ
し
て
、
立

　
　
木
所
有
権
）
の
時
効
取
得
を
認
容
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
6
0
）
　
野
村
（
豊
）
教
授
は
、
二
〇
年
の
時
効
取
得
の
場
合
に
は
「
賃
借
権
を
行
使
し
始
め
た
時
に
賃
貸
借
契
約
（
そ
れ
が
何
等
か
の
理
由
で
無
効
あ

　
　
る
い
は
取
消
し
う
べ
き
も
の
で
あ
る
場
合
を
も
含
め
て
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
（
前
掲
・

　
　
　
一
二
七
－
一
二
八
頁
）
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
6
1
）
　
た
と
え
ば
、
注
（
4
5
）
の
⑥
の
場
合
。
地
上
権
に
か
か
る
b
判
決
（
参
照
、
注
（
2
1
）
）
・
使
用
借
権
に
か
か
る
。
判
決
バ
参
照
、
注
（
5
9
）
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
こ
の
場
合
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
6
2
）
　
対
比
、
地
上
権
に
か
か
る
b
判
決
・
使
用
借
権
に
か
か
る
。
判
決
一
い
ず
れ
も
林
地
の
ケ
ー
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

（
6
3
）
　
た
と
え
ば
、
供
託
を
継
続
す
る
場
合
、
な
ど
。
な
お
参
照
、
注
（
2
9
）
。

（
6
4
）
　
参
照
、
注
（
4
5
）
の
⑧
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
6
5
）
　
一
般
的
な
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
背
信
的
悪
意
者
排
除
論
、
権
利
濫
用
の
禁
止
（
参
照
、
3
2
1
判
決
）
、
な
ど
。
ま
た
、
借
地
に
固
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
の
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
「
近
代
的
な
土
地
所
有
権
の
あ
り
方
」
か
ら
、
悪
意
の
新
地
主
に
対
す
る
（
現
に
建
物
所
有
の
目
的
で
利
用
し

　
　
て
い
る
）
借
地
権
の
対
抗
力
を
承
認
す
る
理
論
（
参
照
、
広
中
俊
雄
『
借
地
借
家
判
例
の
研
究
』
〔
昭
和
四
〇
年
〕
一
六
五
頁
以
下
・
一
七
五
頁

　
　
以
下
、
同
「
対
抗
要
件
は
悪
意
の
第
三
者
に
対
し
て
も
必
要
か
」
『
民
法
の
基
礎
知
識
ω
』
〔
昭
和
三
九
年
〕
五
四
－
五
七
頁
。
な
お
、
こ
の
理

　
　
論
等
に
か
か
る
論
議
と
し
て
、
参
照
、
星
野
英
一
『
借
地
・
借
家
法
』
〔
昭
和
四
四
年
〕
四
一
四
－
四
一
六
頁
）
、
，
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
6
6
）
　
し
た
が
っ
て
、
判
決
例
（
と
り
わ
け
、
2
1
判
決
）
に
は
疑
い
が
あ
り
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
6
7
）
　
．
「
取
得
時
効
と
登
記
」
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
最
近
に
お
け
る
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
参
照
、
山
田
卓
生
「
取
得
時
効
と
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説論

　
　
登
記
」
『
民
法
学
の
現
代
的
課
題
！
川
島
教
授
還
暦
記
念
豆
1
』
〔
昭
和
四
七
年
〕
一
〇
三
頁
以
下
、
星
野
英
一
「
取
得
時
効
と
登
記
」
『
民

　
　
法
論
集
第
四
巻
』
〔
昭
和
五
三
年
〕
三
一
五
頁
以
下
（
初
出
は
、
鈴
木
竹
雄
先
生
古
稀
記
念
『
現
代
商
法
学
の
課
題
　
中
』
〔
昭
和
五
〇
年
〕
八

　
　
二
五
頁
以
下
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

（
6
8
）
　
し
た
が
っ
て
、
時
効
の
起
算
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
3
判
決
に
お
け
る
Y
の
主
張
は
正
当
で
あ
る
が
、
2
2
1
判
決
に
お
け
る
Y
の
主
張
は
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔

　
　
、
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
な
お
、
所
有
権
の
時
効
取
得
に
か
か
る
「
取
得
時
効
と
登
記
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
そ
の
未
登
記
型
（
二
重
譲
渡
型
）
に
つ
い
て
は
、

　
　
時
効
の
起
算
点
を
「
第
二
譲
受
人
φ
登
記
経
由
時
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
結
論
と
し
て
、
星
野
教
授
も
、
同
様
に
い
わ
れ
る
（
参
照
、
星

　
　
野
・
前
掲
（
注
（
6
7
）
）
・
，
三
三
七
頁
以
下
、
同
「
『
取
得
時
効
と
登
記
』
補
論
」
『
民
法
論
集
第
四
巻
』
三
四
σ
頁
）
。
「
時
効
完
成
前
の
第
三
者
」

　
　
と
の
関
係
で
、
か
つ
て
我
妻
教
授
は
、
そ
の
比
喩
と
し
て
「
時
効
中
断
」
を
語
ら
れ
た
（
我
妻
栄
『
物
権
法
（
民
法
講
義
丑
）
』
旧
版
〔
昭
和

　
　
二
七
年
〕
〔
＝
七
〕
七
七
頁
）
が
、
彰
彰
隷
強
、
む
し
胃
鏡
慧
、
「
箪
、
藩
藁
蓑
登
誰
鼠
落
躰
前
鏑
笙
譲
受
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
し
　
ヘ
　
へ
　
ぎ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
の
所
有
権
行
使
が
そ
の
ま
ま
（
未
登
記
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
承
認
さ
れ
る
か
ら
）
、
時
効
が
進
行
し
て
い
な
い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
よ
う
に

　
　
思
わ
れ
る
。
そ
の
法
律
構
成
ど
し
て
は
、
結
局
、
「
物
の
他
人
饗
し
が
焦
点
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
6
9
）
　
山
田
教
授
は
、
短
期
時
効
は
物
権
取
引
の
安
全
を
図
る
制
度
で
あ
る
と
さ
れ
た
う
え
、
本
来
時
効
と
無
関
係
で
あ
る
二
重
譲
渡
型
に
つ
い

　
　
て
、
そ
れ
は
、
第
一
譲
受
入
の
保
護
の
た
め
に
時
効
を
転
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
背
信
的
悪
意
者
排
除
の
考
え
方
を
二
〇
年
を
要
件
に
扁
般
化

　
　
し
て
、
長
期
侍
働
に
か
ぎ
り
認
め
㌧
つ
る
’
（
前
掲
（
注
（
6
7
）
）
．
二
二
四
頁
似
下
）
と
さ
れ
る
。
な
お
↓
こ
れ
に
反
対
さ
れ
る
も
の
之
し
て
、
参

　
　
照
、
星
野
・
前
掲
（
注
（
6
7
）
）
・
三
三
八
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
7
0
）
　
皿
I
a
型
の
三
判
決
（
と
り
わ
け
、
民
法
一
八
五
条
を
引
用
す
る
2
1
判
決
）
も
、
「
当
該
賃
借
利
用
の
（
新
）
土
地
所
有
者
へ
の
了
知
可
能
性
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
を
問
題
に
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
型
の
場
合
、
Y
の
占
有
の
事
実
さ
え
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
充
た
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ひ
ま
た
・
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
判
決
は
、
賃
借
権
の
債
権
と
し
て
の
法
的
構
成
に
因
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

（
7
1
）
　
参
照
、
注
（
4
5
）
の
①
。

（
7
2
）
　
こ
の
解
除
を
制
限
す
る
理
論
構
成
と
し
て
は
ハ
つ
ぎ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
⑦
層
当
該
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
賃
借
権
譲
渡
（
な
い
し
、
転
貸
。
以
下
同
じ
）
で
は
な
い
、
と
す
る
も
の

　
　
　
④
’
当
該
の
場
合
は
、
賃
借
権
譲
渡
で
あ
る
が
、
土
地
所
有
者
X
の
承
諾
（
黙
示
の
承
諾
を
含
む
）
が
あ
る
、
と
す
る
も
の
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土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

（
7
3
）

（
7
4
）

（
7
5
）

（
7
6
）

（
7
7
）

（
7
8
）

　
◎
当
該
の
場
合
に
お
け
る
賃
借
権
譲
渡
に
は
背
信
性
が
な
い
か
ら
、
民
法
六
一
二
条
の
規
定
す
る
解
除
権
発
生
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
、

　
　
　
と
す
る
も
の

　
㊥
　
当
該
の
場
合
に
お
い
て
、
無
断
賃
借
権
譲
渡
に
も
と
つ
く
解
除
権
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
解
除
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
っ
た
、
と
す
る

　
　
　
も
の

　
㊥
　
当
該
の
場
合
に
お
い
て
、
無
断
賃
借
権
譲
渡
に
も
と
つ
く
解
除
権
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
具
体
的
事
情
に
お
い
て
、
解
除
権
の
行
使
が

　
　
　
一
般
条
項
（
権
利
濫
用
の
禁
止
・
信
義
則
1
た
と
え
ば
、
「
失
効
の
原
則
」
）
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
、
と
す
る
も
の

こ
こ
で
は
④
～
㊥
が
問
題
と
な
る
。

　
な
お
、
鈴
木
教
授
は
、
「
解
除
抑
制
の
た
め
の
諸
理
論
構
成
」
と
し
て
、
右
の
⑦
④
◎
㊥
の
ほ
か
、
「
賃
借
人
の
側
に
違
法
性
阻
却
事
由
等
が

あ
る
」
場
合
を
挙
示
さ
れ
、
各
々
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
書
置
「
賃
借
権
の
無
断
譲
渡
と
転
貸
」
綜
合
判
例
叢
書
民
法
（
1
1
）
〔
昭

和
三
三
年
〕
八
八
頁
以
下
）
。

　
参
照
、
た
と
え
ば
、
最
判
（
第
三
小
法
廷
）
昭
和
三
九
年
六
月
三
〇
酒
壷
集
一
八
巻
九
九
一
頁
（
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
）
、
最
判

（
第
三
小
法
廷
）
昭
和
四
二
年
一
月
一
七
日
民
集
二
一
巻
一
頁
（
賃
借
権
確
認
等
請
求
事
件
）
、
な
ど
。

　
そ
の
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
東
京
地
無
昭
和
四
九
年
三
月
二
八
日
汐
時
七
五
〇
号
六
六
頁
（
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
）
℃

　
参
照
、
東
京
地
判
昭
和
四
三
年
三
月
二
五
日
着
時
五
四
月
号
四
五
頁
（
家
屋
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
）
、
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
一
〇
月

一
五
日
判
時
六
二
一
号
五
五
頁
（
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
）
、
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
一
〇
月
三
〇
日
判
時
六
二
一
号
五
五
頁
（
建
物

収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
）
。
賃
貸
人
の
解
除
権
が
不
断
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
そ
の
理
由
と
す
る
。

　
合
判
（
第
一
小
法
廷
）
昭
和
五
五
年
一
二
月
一
一
日
判
時
九
九
〇
号
一
八
八
頁
（
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
）
。
な
お
、
こ
の
立
場
に

反
対
す
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
た
と
え
ば
、
鈴
木
・
前
掲
（
注
（
7
2
）
）
・
三
七
頁
。

　
同
旨
、
参
照
、
島
田
・
前
掲
・
八
九
八
頁
（
注
6
）
。

　
篠
田
判
事
は
、
そ
の
（
消
滅
時
効
に
比
し
て
の
）
長
所
を
示
さ
れ
つ
つ
、
「
権
利
失
効
の
原
則
」
を
承
認
さ
れ
、
こ
れ
を
、
賃
借
権
の
時
効

取
得
を
認
め
な
く
て
も
解
決
し
う
る
こ
と
を
示
す
法
的
構
成
の
一
つ
と
さ
れ
る
（
前
掲
・
四
〇
頁
。
た
だ
し
、
そ
の
対
象
は
錯
誤
の
ケ
ー
ス
で

あ
る
）
。

　
な
お
、
こ
の
原
則
に
言
及
し
た
（
た
だ
し
、
傍
論
）
男
面
（
第
三
小
法
廷
）
昭
和
三
〇
年
一
一
月
二
二
日
民
集
九
巻
一
七
八
一
頁
（
仮
処
分
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弧百冊 説

　
　
異
議
事
件
）
（
一
一
八
事
件
土
井
王
明
・
法
曹
八
巻
一
号
）
は
、
賃
借
権
の
無
断
譲
渡
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
7
9
）
　
皿
1
c
型
に
か
か
る
3
5
判
決
は
、
無
断
転
貸
を
理
由
と
す
る
X
の
解
除
権
は
失
効
の
原
則
に
よ
り
効
力
を
失
っ
た
、
と
の
Y
の
主
張
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
し
、
「
Y
が
右
無
断
転
借
権
を
X
に
対
抗
し
得
な
い
関
係
は
、
右
解
除
権
が
失
効
の
原
則
に
よ
っ
て
効
力
を
失
っ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
左
右
さ

　
　
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
」
（
判
時
一
〇
七
六
号
七
一
頁
）
と
論
じ
た
。

（
8
0
）
　
無
断
譲
受
人
の
占
有
が
、
土
地
所
有
者
〔
旺
賃
貸
人
〕
と
の
関
係
で
、
不
法
占
有
と
な
る
、
と
い
う
の
が
判
例
の
立
場
で
あ
る
（
参
照
、
鈴

　
　
木
・
前
掲
（
注
（
7
2
）
）
・
三
四
頁
以
下
）
。
た
め
に
、
注
（
7
6
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
8
1
）
　
た
め
に
、
建
物
登
記
の
経
由
は
、
皿
I
c
〈
無
断
転
貸
）
型
ほ
ど
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
（
参
照
、
2
6
判
決
（
建
物
登
記
経
由
の
相
当
の
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
効
取
得
が
認
容
さ
れ
た
）
）
℃

（
8
2
）
　
参
照
、
注
ハ
4
5
）
の
④
。
’

（
8
3
）
　
四
宮
教
授
は
、
か
つ
て
、
無
断
転
貸
型
の
場
合
に
つ
き
、
、
・
「
適
法
な
転
貸
な
ら
、
転
借
入
は
賃
貸
人
に
対
し
て
直
接
の
義
務
を
負
う
の
だ
か

　
　
ら
（
民
怯
六
＝
二
条
）
、
転
借
権
の
時
効
取
得
の
た
め
に
も
酒
両
者
間
に
事
実
上
直
接
の
関
係
の
存
し
た
て
と
を
必
要
と
す
べ
き
で
億
あ
る
ま

　
　
い
か
」
（
四
宮
和
夫
『
民
法
総
則
（
新
版
）
』
〔
昭
和
五
一
年
〕
三
〇
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
の
ち
、
改
説
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
参

　
　
照
、
注
（
8
4
）
）
。

（
8
4
）
　
四
宮
教
授
も
、
皿
－
d
型
の
場
合
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
「
所
有
者
A
に
対
抗
し
う
る
賃
借
権
を
時
効
取
得
す
る
の
に
、
A
の
が

　
　
わ
に
も
『
権
利
の
上
に
眠
れ
る
者
』
と
い
え
る
よ
う
な
事
由
の
存
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
（
前
掲
（
注
（
8
）
）
・
三
〇
七
頁
）

　
　
と
さ
れ
る
。
な
お
参
照
、
注
（
8
3
）
。
・

（
8
5
）
　
参
照
A
注
（
4
1
）
。
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
8
6
）
　
　
「
地
上
建
物
の
登
記
名
義
」
に
触
れ
な
い
判
決
と
し
て
、
参
照
、
た
と
え
ば
、
3
5
判
決
（
転
借
料
の
支
払
方
法
を
い
う
）
。
ほ
か
、
事
実
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
〔
　
　
　
　
〕
〕

　
　
同
様
の
も
の
と
し
て
、
3
0
判
決
（
建
物
の
新
築
）
な
ど
。
そ
し
て
、
一
〇
年
認
容
例
で
あ
る
1
4
2
8
判
決
に
あ
う
て
も
、
特
に
「
転
借
入
名
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
　
建
物
登
記
」
が
注
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
2
8
判
決
は
、
Y
の
主
張
に
応
じ
て
、
「
少
な
く
と
も
Y
名
義
の
保
存
登
記
」
以
降
の
客
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
的
表
現
を
い
う
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
　
　
　
　
．
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
8
7
）
　
も
つ
旧
庵
問
題
視
さ
れ
る
の
は
的
判
決
で
あ
る
（
参
照
、
新
関
．
前
掲
（
注
（
4
1
）
）
。
一
三
i
一
四
頁
）
が
、
0
の
判
決
の
具
体
的
事
件
の
特

　
　
異
性
（
転
借
に
際
七
、
転
貸
人
が
土
地
所
有
者
に
承
諾
を
求
め
ず
、
建
物
κ
は
知
人
を
借
家
芯
せ
て
い
る
よ
う
取
繕
っ
て
お
り
、
の
ち
土
地
所
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（
8
8
）

（
8
9
）

（
9
0
）

（
9
1
）

（
9
2
）

（
9
3
）

（
9
4
）

（
9
5
）

有
者
と
転
貸
人
間
で
紛
争
が
生
じ
た
こ
と
、
等
）
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
コ
　
3
3
判
決
は
、
二
で
呈
示
し
た
雷
文
（
前
稿
（
法
政
研
究
五
二
巻
一
号
）
・
七
八
頁
）
の
直
前
に
お
い
て
、
「
賃
借
権
の
無
断
譲
渡
の
場
合
と
異

　
し
な
り
、
無
断
転
貸
の
場
合
に
は
、
地
主
と
借
地
人
と
の
間
で
賃
貸
借
契
約
が
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
た
め
に
、
地
主
か
ら
無
断
転
貸
が
あ
っ
た
こ

と
が
通
常
わ
か
り
に
く
い
こ
と
か
ら
…
…
」
と
論
じ
て
い
る
ゆ

　
鈴
木
教
授
は
、
解
除
の
可
否
に
つ
い
て
、
な
さ
れ
た
の
が
無
断
転
貸
な
の
か
、
賃
借
権
無
断
譲
渡
な
の
か
と
い
う
区
別
が
重
要
だ
と
さ
れ
、

そ
の
理
由
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
後
者
に
つ
き
解
除
が
否
と
さ
れ
れ
ば
、
あ
た
か
も
承
諾
あ
る
賃
借
権
譲
渡
と
同
様
に
扱
わ
れ
、
、

旧
賃
借
人
が
賃
貸
借
関
係
か
ら
離
脱
す
る
と
す
る
と
、
賃
貸
人
の
利
益
は
害
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
「
賃
借
権
の
無
断
譲
渡
が
あ
る
場
合
に
は
、

一
無
断
転
貸
の
場
合
と
異
っ
て
一
そ
れ
に
も
か
＼
わ
ら
ず
、
解
除
は
不
可
だ
と
す
る
判
決
は
容
易
に
下
襲
え
な
い
と
、
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
」
（
前
掲
（
注
（
7
2
）
）
・
一
四
七
頁
）
と
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
無
断
転
貸
の
場
合
に
無
断
譲
渡
の
場
合
に
比
し
て
、
解
除
の
制
限
法
理
が
活
用
さ
れ
や
す
い
こ
と
は
、
（
そ
れ
だ
け
、
無

断
転
貸
の
場
合
に
は
、
も
は
や
、
時
効
取
得
制
度
に
依
拠
す
る
必
要
が
少
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
む
し
ろ
、
）
同
時
に
、
‘
時
効
取
得
の
認

容
に
つ
い
て
も
、
無
断
転
貸
の
場
合
の
方
が
、
旧
賃
借
人
を
当
該
利
用
関
係
か
ら
離
脱
せ
し
め
ず
、
土
地
所
有
者
〔
1
1
賃
貸
人
〕
の
利
益
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
（
あ
た
か
も
保
証
人
を
置
い
た
よ
う
に
）
、
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ゆ
え
に
、
よ
り
た
易
く
認
容
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
参
照
、

三
1
②
．
W
㊥
（
前
稿
・
八
七
頁
）
）
。
た
だ
し
、
参
照
、
後
口
の
「
土
地
所
有
者
へ
の
了
知
可
能
性
」
に
か
か
る
記
述
。

　
同
旨
、
参
照
、
福
地
・
前
掲
・
一
八
頁
。

　
参
照
、
注
（
4
5
）
め
◎
。

　
な
お
、
鈴
木
教
授
は
、
こ
の
型
の
例
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
（
注
（
3
0
）
）
・
三
三
四
頁
注
（
1
6
）
）
。
こ
の
型
の
判
決
例
（
五
例
）

は
、
昭
和
四
九
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
可
部
判
事
も
、
こ
の
型
の
例
は
「
意
外
に
少
な
い
の
で
は
な
い
か
」
（
前
掲
・
＝
八
四
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

と
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
判
決
は
、
同
判
事
の
関
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
参
照
、
注
（
4
5
）
の
④
。

　
篠
原
教
授
も
、
「
所
有
者
の
承
認
以
外
の
条
件
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
契
約
が
効
力
を
生
じ
な
い
場
合
は
、
時
効
制
度
に
よ
る
ほ
か
、
占
有

者
を
保
護
す
る
手
段
は
な
い
」
（
前
掲
・
七
六
頁
）
と
さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ω
あ
る
い
は
、
禁
反
言
（
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
）
の
原
則
に
よ
る
処
理
が
考
え
ら
れ
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
㈹
あ
る
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説論

（
9
6
）

（
9
7
）

（
9
8
）

（
9
9
） 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
は
、
こ
の
型
に
お
い
て
時
効
取
得
を
承
認
す
る
こ
と
の
実
質
的
意
味
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
縁
、
信
義
則
上
、
h
賃
借
利
用
に
対
す
る
土
地
所
有

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

者
の
異
議
を
封
ず
る
た
め
の
（
時
効
期
間
の
経
過
を
借
り
た
）
便
法
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
い
ず
れ
も
、
社
寺
用
地
に
か
か
る
判
決
（
参
照
、
1
5
判
決
）
で
あ
り
、
一
〇
年
認
容
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
地
上
権
に
つ
い
て
は
、

由
　
東
京
控
判
明
治
四
五
年
二
月
・
一
九
日
新
聞
七
九
六
号
二
二
頁
（
地
上
権
無
効
確
認
並
二
仮
登
記
抹
消
請
求
各
控
訴
事
件
）
（
民
法
施
行
後

〔　
一
〇
年
の
経
過
に
よ
る
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
光
）

的
E
大
判
大
正
元
年
一
〇
月
三
〇
日
民
録
一
八
輯
九
三
一
頁
（
地
上
権
無
効
確
認
仮
言
託
抹
消
請
求
ノ
件
）
八
地
上
権
設
定
が
官
庁
の
許
可
を

〔　
要
す
る
「
処
分
」
に
あ
た
る
こ
と
は
普
通
人
の
知
り
う
べ
き
こ
と
で
な
い
か
ら
、
無
過
失
と
さ
れ
、
民
法
施
行
後
一
〇
年
の
経
過
に
よ
る
時

　
効
取
得
が
認
め
ら
れ
た
）

甲
大
判
大
正
九
年
膏
七
艮
録
二
六
墾
ハ
ニ
六
夏
地
上
葉
書
薩
認
及
地
上
穫
登
記
抹
消
請
求
・
件
）
（
地
上
嚢
定
に
つ
い
て

　
官
庁
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
信
じ
て
も
無
過
失
と
さ
れ
た
）

　
ま
た
、
永
小
作
権
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
．
　
　
七
　
　
　
ぞ

幻
　
大
阪
讃
談
大
正
ゴ
一
〇
年
一
二
月
二
八
旧
新
聞
二
〇
二
七
号
二
二
頁
（
永
小
作
権
無
効
確
認
並
土
地
引
渡
請
求
事
件
）
（
法
律
知
識
に
乏
し

〔　
い
普
通
農
民
に
つ
い
て
は
過
失
が
な
い
と
し
て
、
一
〇
年
の
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
た
）

　
参
照
、
〔
注
（
9
5
）
の
㈹
。
こ
の
型
で
は
、
賃
借
利
用
と
し
て
す
で
に
成
熟
し
て
い
る
以
上
、
一
〇
訳
な
い
し
二
〇
年
の
経
過
を
待
つ
ま
で
も
な

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

く
、
契
約
関
係
の
形
成
を
直
裁
に
承
認
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
事
実
的
契
約
関
係
理
論
の
承
認
）
。
～

　
参
照
、
注
（
4
6
）
。

　
以
上
の
類
型
別
の
検
討
の
結
果
、
時
効
取
得
の
認
容
さ
れ
や
す
い
事
例
群
（
類
型
）
か
ら
順
（
「
一
〇
年
の
時
効
が
認
容
さ
れ
や
す
い
順
）
に

並
べ
る
と
、

　
　
　
皿
一
d
型
V
皿
l
a
．
型
〉
皿
一
。
型
〉
皿
l
b
型
〉
（
m
i
e
型
）
V
I
型
V
∬
型

の
ご
と
く
に
な
る
、
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
と
う
皇
示
し
た
判
決
例
に
お
け
る
、
時
効
取
得
の
認
容
さ
れ
や
す
い
順
パ
参
照
、
注
（
1
1
）
（
前
稿
．
八
八
頁
）
）
と
を
見
比
べ
る
と
、
大

体
に
お
い
て
、
具
体
約
判
決
例
は
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
実
相
を
映
し
出
し
て
い
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
m
－
a
型
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」
が
具
体
的
判
決
例
に
お
い
て
下
位
で
あ
る
こ
と
が
目
を
引
く
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
型
に
お
け
る
紛
争
処
理
の
方
法
と
し
て
、
従
来
あ
ま
り
時
効

　
　
　
取
得
が
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
．
た
こ
と
に
よ
る
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
、
対
抗
力
の
な
い
ま
ま
借
地
権
的
土
地
利
用
が

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
長
期
化
す
る
と
と
が
さ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
に
帰
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
）
。

六
㎜
）
，
広
い
意
味
で
の
蝦
疵
。
し
た
が
っ
て
、
1
型
も
H
型
も
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
m
）
　
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
1
の
方
が
、
要
件
視
さ
れ
る
「
本
質
的
事
情
」
、
2
の
方
が
、
要
件
視
さ
れ
る
「
附
随
的
事
情
」
と
で
も
い
い
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
〈

　
　
「
で
あ
ろ
う
ゆ
「

（
…
…
）
　
参
照
、
注
（
4
1
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
0
1
）
　
参
照
、
た
と
え
ば
、
同
じ
「
弁
済
供
託
の
遅
れ
」
を
い
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
2
9
判
決
は
一
の
方
を
、
た
と
え
ば
3
2
判
決
（
類
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
〈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
を
か
え
れ
ば
、
た
と
え
ば
3
判
決
）
は
2
の
方
を
、
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

（
4
0
1
）
　
だ
と
え
ば
戸
皿
l
c
（
無
断
転
貸
）
型
に
あ
っ
て
は
、
2
の
観
点
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。
参
照
、
本
文
4
⑤
．
W
（
一
〇
三
頁
以
下
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

（
5
0
1
）
　
そ
れ
は
、
類
型
間
に
お
い
て
、
要
件
視
ざ
れ
る
具
体
的
事
実
の
態
様
が
異
な
る
こ
と
以
上
に
、
た
と
え
ば
、
「
時
効
の
起
算
日
」
に
つ
い
て

　
　
　
（
参
照
、
皿
l
a
（
未
登
記
）
型
に
か
か
る
、
本
文
4
㈹
…
m
（
九
九
頁
）
）
、
類
型
ご
ど
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

四
　
結
　
語

　
1
　
具
体
的
な
場
合
に
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
に
、
時
効
取
得
を
機
縁
と
し
た
、
「
新
た
な
」
賃
貸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
照
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

借
法
律
関
係
が
遡
及
的
に
（
真
正
の
土
地
所
有
者
と
賃
借
利
用
者
と
の
間
に
）
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
従
前
か
ら
事
実
上
継
続
さ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
）
　
　
　
　
（
理

れ
て
き
た
当
該
の
賃
貸
借
契
約
閣
係
（
賃
借
利
用
関
係
）
が
そ
の
ま
ま
（
契
約
関
係
と
し
て
の
法
的
承
認
を
得
て
）
存
続
し
う
る
こ
と
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
－
は
、
法
的
に
不
安
定
な
ま
ま
に
長
期
化
し
た
土
地
の
賃
借
利
用
に
法
的
安

定
を
も
た
ら
す
た
め
の
法
技
術
と
し
、
て
、
具
体
的
利
益
状
況
を
異
に
す
る
各
々
の
事
例
群
（
類
型
）
に
お
い
て
、
　
（
他
の
可
能
的
法
的
構
成
を
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払面冊 説

　
（
㎜
V

超
え
）
十
分
に
機
能
し
て
い
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

．
そ
う
し
て
、
こ
の
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
問
題
性
は
、
事
実
上
継
続
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
賃
貸
借
契
約
関
係
（
賃
借
利
用

関
係
）
に
潜
む
理
疵
を
一
〇
年
（
な
い
し
、
二
〇
年
）
の
時
の
経
過
に
よ
っ
て
治
癒
す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
、
と
い
う
す
ぐ
れ
て
政
策

的
な
価
値
判
断
に
あ
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
2
　
　
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
に
か
か
る
各
判
決
例
は
、
時
効
取
得
制
度
そ
れ
自
体
に
対
す
る
肯
定
的
態
度
を
示
し
な
が
ら
、
右

の
蝦
疵
の
治
癒
を
積
極
的
に
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
た
だ
、
判
決
例
の
展
開
に
あ
っ
て
、
1
0
斬
首
（
第
三
小
法
廷
）
昭
和
四
三
年
一
〇
月
八
日
民
集
二
二
巻
二
一
四
五
頁
が
提
示
し
た
要
件
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

に
か
か
る
抽
象
的
規
範
（
と
り
わ
け
、
「
賃
借
意
思
の
客
観
的
表
現
」
）
は
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
認
否
を
篤
い
分
け
る
判
断
枠
組
と

し
て
、
必
ず
し
も
機
能
じ
て
い
ず
、
今
日
、
あ
ま
り
積
極
的
な
意
味
を
も
た
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
各
判
決
例
に
お
い
て
、
時
効
取
得
を
認
め
る
た
め
そ
の
存
在
を
要
件
蝕
す
る
具
体
的
諸
事
実
の
態
様
は
、
賃
料
の
支
払
が
不
可

欠
の
要
件
と
し
て
共
通
で
あ
る
砥
か
は
、
各
事
例
群
（
類
型
）
（
さ
ら
に
、
主
張
さ
れ
届
時
効
が
、
短
期
か
長
期
か
、
等
）
に
よ
っ
て
区
々
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
お
り
、
各
々
に
検
討
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
二
つ
の
異
質
な
観
点
パ
す
な
わ
ち
、
－
「
賃
借
利
用
た
る
実
体
の
形
成
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈

　
　
　

と
、
2
賃
借
利
用
の
「
土
地
所
有
者
へ
の
了
知
可
能
性
」
）
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
と
り
わ
け
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
〈

　
3
　
と
ζ
ろ
で
、
．
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
認
否
と
い
う
問
題
へ
の
考
究
は
、
契
約
（
な
い
し
、
契
約
関
係
）
を
考
え
る
う
え
で

　
　
ヘ
　
　
へ

の
、
あ
る
重
要
な
基
本
的
視
座
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
’
時
効
取
得
が
成
立
す
れ
ば
、
（
碍
効
剖
度
と
℃
っ
媒
介
老
経
て
で
は
あ
る
が
）
当
該
の
（
時
の
経
過
と
と
も
に
形
成
さ
れ
て
き
た
）

事
実
上
の
賃
貸
借
契
約
閑
話
（
賃
借
利
用
関
係
）
が
法
律
上
の
賃
貸
借
契
約
関
係
に
転
化
す
る
か
ら
で
あ
り
、
た
め
に
馬
時
効
取
得
を
成
立

せ
し
め
る
（
事
実
に
か
か
る
）
具
体
的
要
件
（
す
な
わ
ち
、
そ
め
集
積
が
あ
れ
ば
、
法
律
上
の
賃
貸
借
契
約
関
係
へ
の
移
行
の
た
め
の
契
機
と
な
り
う
る
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土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）

要
素
）
の
検
討
を
通
じ
て
、
勢
紅
（
郁
h
い
、
勢
約
開
偽
）
⑳
形
泌
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
ち

本
的
視
座
」
と
は
、
「
い
か
な
る
『
要
素
』
の
集
積
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
要
素
の
『
集
積
』
が
い
か
な
る
閾
値
を
超
え
れ
ば
、
そ
て
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

契
約
（
な
い
し
、
契
約
関
係
）
が
観
念
さ
れ
う
6
か
」
と
い
う
視
点
、
い
わ
ば
、
「
契
約
の
動
的
（
動
態
的
）
把
握
の
必
要
性
」
と
い
う
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

点
、
が
こ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
い
わ
ゆ
る
法
律
行
為
的
契
約
締
結
の
よ
う
に
）
当
事
者
の
当
初
の
商
議
（
交
渉
）
の
な
か
で
、
い
わ
ば

固
定
的
（
静
態
的
）
に
契
約
（
な
い
し
、
契
約
関
係
）
を
観
念
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
当
該
の
契
約
内
容
に
相
当
す
る
具
体
的
事
実
関
係

の
集
積
（
い
か
ゆ
「
下
か
ら
の
積
み
上
げ
」
）
の
な
か
で
、
そ
こ
に
契
約
（
な
い
し
、
契
約
関
係
）
の
存
在
を
阻
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
本
小
稿
は
、
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
を
基
本
に
据
え
て
（
賃
貸
借
契
約
関
係
と
し
て
の
「
成
熟
度
」
と
い
う
概
念
枠
組
を
構
成
し

つ
つ
）
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
と
い
う
法
制
度
へ
の
接
近
を
試
み
た
も
の
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
4
　
民
法
一
六
三
条
に
依
拠
す
る
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
制
度
自
体
に
つ
い
て
の
最
終
的
評
価
は
、
な
お
留
保
さ
れ
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
。
「
不
動
産
賃
貸
借
の
現
状
」
（
1
8
判
決
）
を
十
全
に
認
識
し
つ
つ
、
一
方
に
お
い
て
、
賃
借
権
の
本
質
論
的
検
討
が
、
他
方
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

て
、
時
効
制
度
の
存
在
理
由
へ
の
考
究
が
、
必
要
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
課
題
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
、
検
討
の
機
会
を
も
ち

た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
（
6
0
1
）
　
賃
借
権
の
法
的
構
成
が
反
映
し
て
、
そ
こ
に
、
（
真
正
の
土
地
所
有
者
と
の
間
に
お
け
る
）
賃
借
権
に
も
と
つ
く
法
律
関
係
の
形
成
が
伴
う
と

　
　
　
　
　
こ
ろ
に
、
　
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
（
た
と
え
ば
、
所
有
権
の
時
効
取
得
な
ど
と
比
肩
し
た
場
合
に
お
け
る
）
特
殊
性
が
あ
る
、
と
い

　
　
　
　
　
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
（
7
0
1
）
　
そ
れ
は
、
事
実
上
継
続
さ
れ
て
き
た
具
体
的
な
賃
貸
借
契
約
関
係
に
存
在
す
る
「
病
的
な
部
分
（
主
審
）
」
が
（
各
々
の
事
例
群
（
類
型
）
に

　
　
　
　
　
相
応
し
た
か
た
ち
で
）
「
補
填
（
治
癒
）
」
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
賃
借
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
（
各
々
の
事
例
群
（
類
型
）
に
お
い
て
）
援
用
し
う
る
他
の
可
能
的
法
的
構
成
と
の
か
か
わ
り
で

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
は
、
直
裁
に
有
効
な
契
約
関
係
の
存
在
を
承
認
す
る
と
こ
ろ
に
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
の
特
殊
性
が
あ
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
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三論

　
　
　
（
こ
の
意
味
で
、
．
黙
示
の
契
約
の
成
立
を
承
認
す
る
な
ど
の
ふ
契
約
法
的
処
理
に
近
し
い
も
の
と
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う
）
。
た
と
え
ば
、
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

　
　
地
所
有
者
か
ら
の
土
地
明
渡
請
求
が
権
利
濫
凧
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
場
合
．
（
参
照
、
3
2
1
判
決
。
あ
る
い
は
、
失
効
の
原
則
が
適
用
さ
れ
た
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
合
）
等
で
は
、
爾
後
の
賃
借
利
用
に
つ
き
そ
の
利
用
権
原
が
依
然
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
な
お
、
右
の
．
（
H
不
存
在
型
に
か
か
る
）
権
利
濫
用
の
場
合
に
関
し
て
悔
谷
ロ
教
授
は
、
「
既
往
に
何
ら
の
権
限
な
し
に
不
法
占
有
が
始
め

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
が
否
認
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
占
有
が
合
法
化
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で

　
　
　
あ
り
、
不
法
占
有
状
態
が
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
い
く
ら
長
時
間
継
続
し
て
も
時
効
取
得
が
完
成
す
る
こ
と
は
な
い
も
の

　
　
　
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
谷
口
知
平
「
権
利
濫
用
の
効
果
」
末
川
博
先
生
古
稀
記
念
『
権
利
の
濫
用
　
上
』
〔
昭
和
三
七
年
〕
＝
四

　
　
－
一
一
五
頁
、
傍
点
は
五
十
川
）
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

．
（
8
0
1
）
　
土
地
賃
借
権
が
時
効
取
得
さ
れ
た
後
の
法
律
関
係
の
内
容
（
す
な
わ
ち
、
利
用
方
法
・
賃
料
額
・
存
続
期
間
な
ど
）
に
つ
い
て
も
従
前
か
ら

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
事
実
上
継
続
さ
れ
て
き
た
当
該
の
賃
貸
借
契
約
関
係
（
賃
借
利
用
関
係
）
の
内
容
が
、
そ
の
基
準
を
提
供
す
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
「
て
》
（
蝦
疵
が
あ
る
に
せ
よ
）
賃
貸
借
契
約
が
存
在
し
た
場
合
（
∬
不
存
在
型
以
外
の
場
合
）
に
は
、
右
契
約
が
基
準
と
な
り
、

　
　
　
存
続
期
間
の
始
期
は
時
効
期
間
の
起
算
日
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
同
旨
、
杉
山
・
前
掲
・
五
頁
以
下
、
遠
藤
・
前
掲
・
九
三
頁
、
野
田
・
前
掲
・

　
　
　
一
七
四
頁
（
注
九
）
、
新
関
・
前
掲
民
商
・
一
二
九
頁
）
。
な
お
、
（
借
地
法
の
適
用
を
う
け
る
）
存
続
期
間
の
満
了
時
の
更
新
拒
絶
に
際
し
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
時
効
取
得
さ
れ
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
斜
酌
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
・
て
は
馬
利
用
権
原
の
根
拠
自
体
が
正
当
事
由
の
判
定
事
情
に
な
る
と
は

　
　
　
い
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
か
ち
一
こ
れ
を
注
視
す
る
必
要
縁
な
い
と
思
わ
れ
る
（
野
田
．
㌦
測
濁
．
同
箇
所
も
「
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と

　
　
　
さ
れ
る
）
。
ま
た
内
賃
貸
借
契
約
が
存
在
し
な
い
場
合
（
∬
不
存
在
型
の
場
合
）
に
も
事
実
上
継
続
さ
れ
た
当
該
の
賃
借
利
用
関
係
の
内
容
に

　
　
　
即
し
つ
つ
、
四
囲
の
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
（
た
と
え
ば
、
賃
料
額
な
ど
に
つ
き
）
適
正
な
内
容
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
さ
ら
に
参
照
、
注
（
5
1
）
。

（
9
0
1
）
　
参
照
、
旧
く
餅
）
。
・

　
　
　
　
受
こ
で
｝
課
し
た
よ
う
に
西
「
土
地
賃
借
権
の
馬
蝉
取
得
」
に
は
、
受
の
機
儲
輩
お
い
て
、
契
約
法
的
処
理
（
と
り
わ
け
、
黙
示
の
賃
貸
借
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

　
　
　
舶
．
黙
示
の
承
錯
の
承
選
羅
這
膜
性
が
み
ら
曙
（
さ
ら
に
参
照
、
注
（
認
）
）
。
し
か
み
各
判
決
例
（
た
ど
え
三
三
騎
謄

　
　
　
理
論
的
に
も
、
ま
だ
、
1
4
2
0
2
2
2
6
2
8
3
0
3
3
判
決
は
具
体
的
事
件
の
解
決
に
際
し
て
）
は
、
「
土
地
賃
借
権
の
時
効
取
得
」
に
、
そ
れ
ら
契
約
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
こ
　
　
　

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
・
的
処
理
を
超
え
た
射
程
を
正
面
か
ら
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
、
，
と
評
価
し
ザ
つ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
－
　
・
　
　
・
　
　
　
．
㍗
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な
お
、
「
黙
示
の
契
約
」
等
に
か
か
る
立
入
っ
た
検
討
は
、
将
来
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
O
l
l
）
　
民
法
一
六
三
条
の
比
較
法
的
特
異
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
可
部
判
事
が
指
摘
さ
れ
る
（
前
掲
・
一

（
m
）
　
参
照
、
注
（
7
）
。

一
八
九
頁
（
注
8
）
）
と
こ
ろ
で
あ
る
。

＊

な
お
、
本
研
究
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
民
事
法
研
究
会
（
九
州
大
学
）
・
第
七
二
回
九
州
法
学
会
（
昭
和
六
〇
年
一

に
お
い
て
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
、
諸
先
生
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

一
月
三
〇
日
　
於
九
州
大
学
）

土地賃借権の時効取得（二・完）（五十川）
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